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広報ぬまた 平成19年６月１日

◎市税収入の状況

税　　目 予算現額 収入済額 収入率
市 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
市 た ば こ 税
特別土地保有税
入 湯 税
都 市 計 画 税
合 計

19億7,835万円
32億1,717万円
1億1,126万円
4億8,746万円

0.2万円
4,154万円

1億9,179万円
60億2,757万円

19億9,346万円
34億 757万円
1億1,630万円
4億9,069万円

185万円
4,500万円

2億 318万円
62億5,805万円

100.8%
105.9%
104.5%
100.7%
92500%
108.3%
105.9%
103.8%

沼田市の財政状況

市 税

10億 20億 30億 40億 50億 60億 70億円

60億2,757万円
62億5,805万円(103.8%)

地方交付税 64億1,648万円
64億1,648万円(100.0%)

市 債 18億9,180万円
9億5,330万円(50.4%)

国庫支出金 12億5,527万円
8億1,059万円(64.6%)

地方消費税
交 付 金

5億3,397万円
5億3,397万円(100.0%)

県支出金 9億9,614万円
5億9,802万円(60.0%)

地方譲与税 8億1,103万円
6億8,345万円(84.3%)

繰入金 18億 956万円
1億5,018万円(8.3%)

使用料及び
手 数 料

1億7,979万円
1億7,571万円(97.7%)

自動車取得
税交付金

2億3,419万円
2億3,419万円(100.0%)

分担金及び
負　担　金

2億3,601万円
2億1,171万円(89.7%)

地方特例
交 付 金

1億 732万円
1億 732万円(100.0%)

諸収入など 8億6,202万円
8億3,130万円(96.4%)

市では、皆さんの税金がどのように使われ、市の財政がどのような状況にあるのかを公表しています。
今回は平成18年度(平成19年3月31日現在)の歳入歳出予算の執行状況と市有財産の概要についてお知

らせします。 財政課財政係1内線３２６２

平成19年３月31日現在
人　口 54,732人
男　 26,616人
女 28,116人
世帯数　19,760世帯
面　積　443.37km2

予算現額
収入済額 (収入率)

予算現額

213億6,115万円

収入済額

179億6,427万円

収 入 率 (84.1％)

◎市債(借入金)の状況

154億6,043万円
118億 115万円
7億7,687万円
28億8,241万円
63億7,459万円
50億7,095万円
10億1,885万円
2億8,479万円
32億6,342万円
250億9,844万円

借 　 入 　 先 　 別 現 在 高
政府資金

銀行等引受資金

公営企業金融公庫
合　　　　　　計

財 政 融 資 資 金
郵 便 貯 金 資 金
簡易生命保険積立金

市 中 銀 行
群 馬 県 貸 付 金
市 町 村 振 興 協 会

市民１人に使わ
れる市のお金

39万 286円

市民１人が負担
する税金(市税）

11万 129円

１世帯当たりに使
われる市のお金

108万1,030円

１世帯当たりが負
担する税金(市税）

30万5,039円
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913万4,503㎡

建　　物

25万3,294㎡

山　　林

656万9,954㎡

出資による権利

6億 874万円

有価証券

1億6,585万円

基　　金　　現　　在　　高

市 有 財 産 の 状 況

財政調整基金 20億8,428万円
減債基金 8,867万円
庁舎整備基金 0.4万円
合併振興基金 4億 円
ふるさとづくり基金 9,028万円
土地開発基金 4億7,064万円
福祉振興事業基金 1億6,645万円
国民健康保険基金 2億7,854万円
保健施設整備基金 6万円
介護給付費準備基金 1億1,556万円
ふるさと水と土保全対策基金 1,000万円
発明くふう奨励基金 200万円
沼田城建設基金 6,699万円
玉原環境整備基金 3,342万円
奨学資金貸付基金 1億1,728万円
学校保健活動振興基金 1,025万円
芸術文化振興基金 1,031万円
図書整備基金 1,390万円
善行青少年顕彰基金 330万円
観光施設建設基金 1億5,009万円
温泉事業基金 2億 83万円
老神温泉施設建設基金 1,870万円

合　　　計 43億3,155万円

◎水道事業の状況

勘定区分 収益的収入
及 び 支 出

資本的収入
及 び 支 出

予算現額
収入済額
収 入 率
予算現額
支出済額
支 出 率

1億8,859万円
1億8,784万円

99.6％
3億4,653万円
3億3,727万円

97.3%

4億4,837万円
4億3,291万円

96.6%
4億3,457万円
3億9,811万円

91.6%

収
　
入

支
　
出

土　　地
(山林を含む)

無体財産権
(著作権など)

23件

◎特別会計の執行状況

会 計 名 予算現額 収入済額 支出済額 支出率
国民健康保険
老 人 保 健
介 護 保 険
簡易水道事業
下水道事業
農業集落排水事業
温 泉 事 業
合 計

59億4,545万円
56億1,062万円
31億9,807万円
4億5,073万円
21億4,455万円
1億9,841万円
2億8,161万円

178億2,944万円

48億6,323万円
51億2,570万円
28億 977万円
2億8,973万円
15億8,396万円
1億6,052万円
2億6,893万円

151億 184万円

53億9,803万円
50億2,449万円
27億8,838万円
3億7,923万円
18億6,981万円
1億6,888万円
2億5,393万円

158億8,275万円

90.8%
89.6%
87.2%
84.1%
87.2%
85.1%
90.2%
89.1%

収入率
81.8%
91.4%
87.9%
64.3%
73.9%
80.9%
95.5%
84.7%

公債費

10億20億30億40億50億円

29億9,388万円
27億7,538万円(92.7%)

25億3,950万円
23億6,173万円(93.0%)

40億5,021万円
34億8,319万円(86.0%)

29億8,807万円
27億2,141万円(91.1%)

25億8,548万円
22億4,055万円(86.7%)

8億4,747万円
8億 912万円(95.5%)

5億2,149万円
4億9,620万円(95.2%)

4億 936万円
3億5,706万円(87.2%)

総務費

民生費

教育費

土木費

消防費

商工費

議 会 費 ･
労働費など

衛生費

15億1,333万円
13億6,977万円(90.5%)

農林水産業費

商工費

29億1,236万円
27億2,995万円(93.7%)

予算現額
支出済額 (支出率)

予算現額

213億6,115万円

支出済額

193億4,436万円

支 出 率 (90.6％)
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今
回
の
市
議
会
議
員
選
挙
か
ら
議

員
定
数
が
二
十
七
人
に
な
り
、
立
候

補
者
は
三
十
人
で
し
た
。

即
日
開
票
の
結
果
、
私
た
ち
市
民

の
代
表
二
十
七
人
が
決
ま
り
、
今
後

の
市
政
発
展
の
た
め
に
活
躍
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

投
票
は
、
市
内
四
十
三
の
投
票
所

で
、
一
部
の
投
票
所
を
除
い
て
午
前

七
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で
行
わ
れ
、

投
票
率
は
、
男
七
二
・
三
五
％
、
女

七
五
・
五
〇
％
、
合
計
七
三
・
九

九
％
で
し
た
。

開
票
は
、
同
日
午
後
八
時
三
十
分

か
ら
沼
田
小
学
校
屋
内
運
動
場
で
行

わ
れ
、
午
後
十
一
時
十
五
分
に
確
定

し
、
現
職
二
十
四
人
、
新
人
三
人
の

新
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。
翌
日
の

二
十
三
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
市

役
所
北
庁
舎
第
二
・
三
会
議
室
で
、

当
選
し
た
二
十
七
人
の
新
議
員
に
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
の
植
村
委
員
長

か
ら
当
選
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

五
月
八
日
、
田
村
博
美
氏
が
市
議

会
議
員
を
辞
職
し
た
こ
と
に
伴
い
、

議
員
に
欠
員
が
生
じ
た
た
め
、
公
職

選
挙
法
の
規
定
に
よ
り
、
五
月
二
十

一
日
に
選
挙
会
が
行
わ
れ
、
真
下
恭

嗣
氏
の
繰
り
上
げ
当
選
が
決
定
し
ま

し
た
。

沼
田
市
議
会
議
員
選
挙

真
下
恭
嗣
氏
繰
り
上
げ
当
選

新
市
議
二
十
七
人
が
誕
生

現
職
二
十
四
人
、
新
人
三
人

投
票
率
は
七
三
・
九
九
％

任
期
満
了
に
よ
る
沼
田
市
議
会
議
員
選
挙
が
四
月
十
五
日
告
示
、
二

十
二
日
投
票
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
投
開
票
の

結
果
と
新
議
員
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
1
内
線
３
２
１
７
へ
。

写真の下の
住 は住所
当 は当選回数

宇
敷
和
也

住　白沢町上古語父

当　２回

星
野

稔

住　桜町

当　２回

金
井
康
夫

住　東倉内町

当　４回

星
野
佐
善
太

住　下川田町

当　４回

田
村
喜
久
子

住　久屋原町

当　１回

大
島
崇
行

住　戸鹿野町

当　２回

鈴
木
圭
子

住　利根町日影南郷

当　２回

小
野
要
二

住　白沢町高平

当　２回

坂
庭
直
治

住　利根町多那

当　１回

大
東
宣
之

住　上原町

当　６回

片
野
彦
一

住　硯田町

当　２回

金
子
一
弥

住　利根町高戸谷

当　２回
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井
田
孝
一

住　上原町

当　４回

布
施
辰
二
郎

住　西倉内町

当　４回

井
之
川
博
幸

住　高橋場町

当　６回

相
田
昌
夫

住　利根町追貝

当　２回

大
竹
政
雄

住　高橋場町

当　３回

高
柳
勝
巳

住　柳町

当　２回

石
田
宇
平

住　東原新町

当　４回

星
川
嘉
一
郎

住　井土上町

当　４回

石
井
紘
一

住　下久屋町

当　１回

牧
野
保
好

住　岡谷町

当　５回

久
保
健
二

住　高橋場町

当　２回

山

義
朗

住　上原町

当　２回

真
下
恭
嗣

住　戸鹿野町

当　２回

橋
襄
典

住　恩田町

当　７回

井
上
正
文

住　利根町千鳥

当　２回

７月22日（日）は
群馬県知事選挙の投票日

任期満了に伴う群馬県知事選挙が、
７月５日（木）告示、22日（日）投票の
日程で行われます。皆さんそろって投
票しましょう。
詳しいことは、選挙管理委員会1内

線３２１７へ。

候補者別得票数
氏名　　 党派　　得票数

当　選 星野佐善太　無現 1,750.735

当　選 金井　康夫　無現 1,596

当　選 星野　　稔　無現 1,576.264

当　選 宇敷　和也　無現 1,517.635

当　選 小野　要二　無現 1,450

当　選 鈴木　圭子　無現 1,431

当　選 大島　崇行　無現 1,331

当　選 田村喜久子　公新 1,305.281

当　選 金子　一弥　無現 1,266.364

当　選 片野　彦一　公現 1,205

当　選 大東　宣之　共現 1,112

当　選 坂庭　直治　無新 1,067

当　選 井之川博幸　共現 1,042

当　選 布施辰二郎　無現 1,029

当　選 井田　孝一　無現 1,010

当　選 高柳　勝巳　無現 1,002

当　選 大竹　政雄　無現 989

当　選 相田　昌夫　無現 987

当　選 石井　紘一　無新 914

当　選 星川嘉一郎　無現 909

当　選 石田　宇平　無現 900

当　選 山　　義朗　無現 873

当　選 久保　健二　無現 856

当　選 牧野　保好　無現 855

当　選 井上　正文　無現 826

当　選 橋　襄典　無現 764

※当選 田村　博美　無現 743.718

※次点 真下　恭嗣　無現 600

小林　克郎　無現 557

山　善市　無新 206

※田村博美氏の議員辞職により、真下　
恭嗣氏が繰り上げ当選



昭
和
五
十
三
年
に
沼
田
市
議
に
初

当
選
し
、
以
来
五
期
十
七
年
間
在
職
。

こ
の
間
、
平
成
元
年
に
副
議
長
を
は

じ
め
総
務
常
任
委
員
会
、
建
設
水
道

常
任
委
員
会
の
各
委
員
長
を
務
め
ら

れ
た
ほ
か
、市
民
生
活
を
第
一
と
し
、

消
防
施
設
の
充
実
を
図
る
た
め
消
火

栓
設
置
推
進
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
の

身
近
な
市
民
生
活
に
対
す
る
功
績
が

認
め
ら
れ
て
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
一
年
か
ら
四
十
年
間
税

理
士
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
平
成
元
年

か
ら
は
沼
田
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
会
長
、
群
馬
県
納
税
貯

蓄
組
合
連
合
会
副
会
長
を
務
め
ら
れ

る
な
ど
、
そ
の
長
き
に
わ
た
る
活
躍

が
認
め
ら
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
は
協
会
や
応
援
し
て
く
だ
さ

る
皆
さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
、
感
謝

し
て
い
る
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

地
道
な
活
動
で
地
域
に
貢
献
し
、

受
章
さ
れ
た
五
人
を
紹
介
し
ま
す
。

【
保
健
功
労
】

國
府
田
坦
さ
ん(
材
木
町)

沼
田
利
根
医
師
会
長

【
農
水
産
業
功
労
】

松
井
庄
次
郎
さ
ん(

秋
塚
町)

こ
ん
に
ゃ
く
栽
培
、
加
工
、
直
売

【
商
工
功
労
】

中
神
健
治
さ
ん(

東
原
新
町)

沼
田
商
工
会
議
所
副
会
頭

【
土
木
功
労
】

青
柳
剛
さ
ん(

西
倉
内
町)

県
建
設
業
協
会
副
会
長

【
教
育
・
文
化
功
労
】

桑
原
幸
夫
さ
ん(

上
久
屋
町)

県
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡
協
議

会
副
会
長
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認められた功績

春の叙勲・県総合表彰
さまざまな分野で活躍され、その発展と振興などに功績のあった人に贈られ

る春の叙勲が発表され、本市からは２人が受章されました。また、県総合表

彰は５人が受賞されています。

叙
勲

県
総
合
表
彰

金井　弘夫さん
（東倉内町）

中島　静雄さん
（西倉内町）

「
地
方
の
こ
と
は
地
方
で
」の
方
針

の
も
と
、
地
方
分
権
を
積
極
的
に
進

め
て
い
く「
三
位
一
体
の
改
革
」が
実

現
し
ま
す
。
柱
と
な
る「
税
源
移
譲
」

が
今
年
度
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。
税
源

移
譲
で
は
、
所
得
税(

国
税)

と
市
県
民

税(

地
方
税)

の
税
率
を
変
え
る
こ
と

で
、
お
よ
そ
三
兆
円
の
税
源
が
国
か

ら
地
方
へ
移
譲
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
大
多
数
の
人
は
市

県
民
税
は
増
え
ま
す
が
、
所
得
税
が

減
る
こ
と
に
よ
り
、
市
県
民
税
と
所

得
税
を
合
わ
せ
た
負
担
額
は
こ
れ
ま

で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
定

率
減
税
の
廃
止
や
収
入
の
増
減
な
ど
、

別
の
要
因
に
よ
り
実
際
の
負
担
額
は

変
動
し
ま
す
。

市
県
民
税

平
成
19
年
６
月
分
よ
り
、

３
段
階
の
税
率
か
ら
、
一
律
10
％

(
市
民
税
６
％
県
民
税
４
％)

に
な

り
ま
す

所
得
税

４
段
階
の
税
率
を
、
所
得

税
と
市
県
民
税
を
合
わ
せ
た
税
負
担

を
変
え
な
い
よ
う
６
段
階
に
細
分

化
さ
れ
ま
す
。
給
与
、
年
金
所
得

者
は
平
成
19
年
１
月
以
降
の
源
泉

徴
収
か
ら
、
事
業
所
得
者
は
、
平

成
20
年
２
月
の
確
定
申
告
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す

◆
定
率
減
税(

7.5
％)

が
廃
止
さ
れ
ま
す

◆
老
年
者
非
課
税
措
置
が
廃
止
さ
れ

ま
し
た
が
経
過
措
置
が
と
ら
れ
ま

す
※
昭
和
15
年
１
月
２
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
で
前
年
所
得
125
万
円
以
下

の
人
は
、
均
等
割
と
所
得
割
額
の

３
分
の
２(

20
年
度
か
ら
は
全
額)

が
課
税
と
な
り
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
課
市
民
税

係
1
内
線
３
１
４
４
へ
。

税
源
移
譲
に
よ
る
税
率
改
正

税
源
移
譲
以
外
の
主
な
変
更
点

皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る

市
県
民
税
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す

国(

所
得
税)

か
ら
地
方(

市
県
民
税)

へ
税
源
移
譲

議
長
に
金
井
康
夫
氏

副
議
長
に
井
田
孝
一
氏
が
就
任

市
議
会
議
員
改
選
後
、
初
め
て
の
市
議
会
臨
時
会
が
五
月
八
日
〜
九
日

の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
の
冒
頭
で
行
わ
れ
た
議
長
、
副
議
長
選
挙
で
、
第
二
十
八
代

議
長
に
金
井
康
夫
氏(

東
倉
内
町
、
三
十
八
歳)

が
、
副
議
長
に
井
田
孝
一
氏

(

上
原
町
、
七
十
歳)

が
そ
れ
ぞ
れ
当
選
さ
れ
、
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
議
会
議
員
選
出
の
監
査
委
員
に
は
、
星
野
佐
善
太
氏(

下
川
田

町
、
六
十
五
歳)

が
市
議
会
の
同
意
を
得
て
選
任
さ
れ
、
就
任
さ
れ
ま
し
た
。



保
育
園
や
幼
稚
園
に
通
園
し
て
い

な
い
お
子
さ
ん
を
一
時
的
に
お
預
か

り
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

○
利
用
条
件

・
一
週
間
に
２
〜
３
日
程
度
仕
事
を

し
て
い
る
人

・
病
気
や
家
族
の
看
護
で
育
児
が
困

難
に
な
っ
た
と
き

・
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
一
時
的
に
育
児

が
困
難
に
な
っ
た
と
き

・
子
育
て
か
ら
少
し
離
れ
て
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
た
い
と
き

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
と

き
な
ど

○
利
用
日
数

１
週
間
に
３
日
以

内
、
ま
た
は
１
カ
月
に
14
日
以
内

○
実
施
保
育
園

▽
沼
田
恵
保
育
園(

清
水
町
４
３
３

０)

1

４
１
６
３

対
象

生
後
10
カ
月
〜
就
学
前
　

利
用
時
間

平
日
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
４
時
、
土
曜
日
要
相
談

利
用
料
金(

日
額)

一
律
二
千
円

▽
ぬ
ま
た
南
保
育
園(

東
原
新
町
１

４
１
１-

５)

1

５
５
１
９

対
象

生
後
10
カ
月
〜
就
学
前
　

利
用
時
間

平
日
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
４
時
30
分
、
土
曜
日
午

前
８
時
30
分
〜
正
午

利
用
料
金(

日
額)

３
歳
以
上
千

五
百
円
、
３
歳
未
満
二
千
円

▽
川
田
保
育
園(

上
川
田
町
５
４
０)

1

１
５
９
９

対
象

１
歳
〜
就
学
前

利
用
時
間

平
日
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
４
時
30
分
、
土
曜
日
午

前
８
時
30
分
〜
正
午

利
用
料
金(

日
額)

３
歳
以
上
千

五
百
円
、
３
歳
未
満
二
千
円

○
申
し
込
み
方
法

直
接
、
一
時
保

育
実
施
保
育
園
へ

保
育
園
や
幼
稚
園
に
通
園
し
て
い

る
お
子
さ
ん
が
病
気
の
回
復
期
に
あ

り
、
自
宅
で
療
養
さ
せ
た
い
が
家
庭

で
の
育
児
が
困
難
な
と
き
に
一
時
的

に
お
預
か
り
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

実
施
す
る
保
育
園
で
は
、
専
用
の

ス
ペ
ー
ス
で
、
看
護
師
一
人
を
配
置

し
対
応
し
て
い
ま
す
。

○
利
用
条
件

保
育
園
、
ま
た
は
幼

稚
園
に
通
園
し
て
い
る
児
童
で
、

病
気
の
回
復
期
や
け
が
に
よ
り
保

育
園
・
幼
稚
園
で
の
保
育
が
困
難

で
、
保
護
者
が
仕
事
な
ど
の
理
由

に
よ
り
家
庭
で
の
育
児
が
で
き
な

い
と
き

○
実
施
保
育
園

沼
田
恵
保
育
園

(

清
水
町
４
３
３
０)

1

４
１
６

３
○
定
員

１
日
に
２
人
以
内

○
利
用
料

１
日
千
円(
昼
食
代
な
ど)

○
申
し
込
み
方
法

利
用
希
望
日
の

前
日
ま
で
に
実
施
保
育
園
に
仮
予

約
を
し
て
詳
細
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
後
、
必
要
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、
保
険
料

の
納
付
が
免
除
、
ま
た
は
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
請
免
除
制
度

第
一
号
被
保
険
者
本
人
、
配
偶
者

お
よ
び
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
が
一

定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
し
て

承
認
を
受
け
る
と
保
険
料
の
全
額
、

四
分
の
三
、
半
額
ま
た
は
四
分
の
一

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
免
除
が
承
認
さ
れ
た
場

合
に
は
、
残
り
の
保
険
料
を
納
め
な

い
と
未
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

承
認
期
間
は
、
申
請
月
に
か
か
わ

ら
ず
平
成
十
九
年
七
月
か
ら
平
成
二

十
年
六
月
ま
で
で
す
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

三
十
歳
未
満
の
第
一
号
被
保
険
者

で
、
世
帯
主
の
所
得
に
関
係
な
く
、

本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

の
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
し
承
認

を
受
け
る
と
、
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

承
認
期
間
は
、
申
請
月
に
か
か
わ

ら
ず
平
成
十
九
年
七
月
か
ら
平
成
二

十
年
六
月
ま
で
で
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

二
十
歳
以
上
の
学
生
本
人
の
所
得

が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請

し
承
認
を
受
け
る
と
、
学
生
期
間
中

の
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

承
認
期
間
は
、
申
請
月
に
か
か
わ

ら
ず
平
成
十
九
年
四
月
か
ら
平
成
二

十
年
三
月
ま
で
で
す
。

※
申
請
免
除
、
若
年
者
納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
の
各
制
度
の
申
請

は
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
全
額
免
除
お
よ
び
若
年

者
納
付
猶
予
に
つ
い
て
は
、
翌
年

度
以
降
分
も
あ
ら
か
じ
め
申
請

(

継
続
申
請)

が
で
き
ま
す(

失
業

な
ど
に
よ
る
理
由
を
除
く)

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る
人

に
は
、
群
馬
社
会
保
険
事
務
局
が
委

託
し
た
会
社
が
電
話
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員

お
よ
び
国
民
年
金
推
進
員
が
、
国
民

年
金
制
度
の
ご
案
内
や
保
険
料
の
収

納
の
た
め
各
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
。

平
日
だ
け
で
は
な
く
、
土
・
日
曜

日
や
夜
間
に
も
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
渋
川
社
会
保
険

事
務
所
1
０
２
７
９

１
６
１
１

へ
。
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「
一
時
保
育
」
と
は

「
病
後
児
保
育
」
と
は

年金の窓口から

子
育
て
中
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

「
一
時
保
育
」と「
病
後
児
保
育
」の
お
知
ら
せ

社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
1
内
線
７
７
２
５
７



市
で
は
、
介
護
や
介
護
予
防
な
ど

の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
答
え
る
窓
口
と

し
て
「
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
け
て
い
ま
す
。
経
験
と
知
識
を

持
っ
た
相
談
員
が
皆
さ
ん
の
介
護
の

悩
み
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど

の
相
談
を
は
じ
め
、
介
護
保
険
の
利

用
手
続
き
の
申
請
代
行
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
、
高
齢

の
た
め
今
後
の
生
活
に
不
安
が
あ
る

人
な
ど
の
相
談
に
無
料
で
お
答
え
し

ま
す
。

電
話
一
本
で
相
談
員
が
訪
問
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
皆

さ
ん
が
お
住
ま
い
の
中
学
校
区
で
受

け
持
ち
を
区
分
し
て
お
り
、
相
談
員

に
は
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
な
お
、
同
セ
ン
タ
ー
は
、
沼
田

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
窓
口

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

8
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介護に関する相談はお気軽に

在宅介護支援センター

在宅介護支援センターききょう
横塚町957-2 1○23８８１６
(沼田中学校区･池田中学校区)

金子相談員

在宅介護支援センターゆうゆう・うちだ
久屋原町345-1 1○22８４００
(沼田南中学校区･沼田東中学校区)

高山相談員

利根在宅介護支援センター
利根町大楊1085-3 1○56４６０６
(利根中学校区・多那中学校区)

水口相談員

白沢在宅介護支援センター
白沢町平出135-1 1○20９１９０

(白沢中学校区)

真下相談員

在宅介護支援センター花の苑
戸鹿野町375-1 1○22８８１１
(薄根中学校区･沼田西中学校区)

山田相談員

宮内相談員

相談員紹介相談員紹介相談員紹介相談員紹介相談員紹介相談員紹介相談員紹介相談員紹介相談員紹介相談員紹介相談員紹介相談員紹介相談員紹介相談員紹介相談員紹介相談員紹介相談員紹介

高齢福祉課高齢福祉係1内線７７２５５



9 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

利
用
者
の
皆
さ
ん
へ

介 護 保 険
高齢福祉課介護保険係1内線７７２５３・７７２６３・７７２６４

■所得の低い人の居住費・食費負担が軽減されます
介護保険施設を利用する場合に、申請により利用者負担額が軽減されます。軽減を受けるには、｢介護保険限度額認定
証｣の交付を受ける必要があります。
申請方法 高齢福祉課介護保険係、または各振興局市民課で申請してください
※現在、負担限度額の軽減を受けている人も申請が必要です。申請しないときやサービスを利用した月を過ぎてから申請
した場合、支給を受けられなくなることがあります。担当ケアマネージャーや入所施設に確認し、申請忘れのないよう
にお願いします

■社会福祉法人などによる利用者負担が軽減されます
社会福祉法人が運営する施設などのサービスを提供する場合に、生活困難な人に対して利用者負担額が軽減されます。
申請方法 高齢福祉課介護保険係、または各振興局
市民課へ申請書と収入や資産、扶養状況に関する
申告書を提出してください
※現在、「社会福祉法人等利用者負担軽減対象確認
証｣をお持ちの人も新たに手続きが必要です

※( )内の金額は、介護老人福祉施設・短期入所生活介護の従来型個室を使用した場合です

●居住費・食費の基準費用額(日額)

■居宅サービス利用者負担の助成
市では、低所得者で特に生活が困難な人が介護保険の居宅サービスを利用する場合に、サービスの利用促進のため、利
用者負担の助成を実施しています。
助成期間 翌年６月末日までを期間として、申請した月から助成します
助成金額 対象サービスにおける自己負担額の２分の１を助成します
申請方法 申請書に世帯の収入に関する届出書を添えて、高齢福祉課介護保険係に申請してください

対象となるサービス
①訪問介護(介護予防)
②通所介護(介護予防)
③短期入所生活介護(介護予防)
④認知症対応型通所介護(介護予防) 
⑤夜間対応型訪問介護
⑥地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護
⑦介護福祉施設サービス

生活保護受給者、または老齢福祉年金受給者で世帯全員が市
町村民税非課税の人

利 用 者 負 担 段 階 ユニット
型 個 室

820円

820円

1,640円

490円

490円

1,310円

0円

320円

20円

300円

390円

650円

490円
(320円)
490円
(420円)
1,310円
(820円)

居住費等の負担限度額
ユニット
型準個室

従来型
個　室

多床室
食費の
負　担
限度額

市町村民税世帯非課税であって、利用者負担第２段階該当者
以外の人

市町村民税世帯非課税であって、合計所得金額と課税年金収
入額の合計が80万円以下の人

対　　　象　　　者 対象サービス

市内に住所があり、次のすべてに該当する人で、生活保護法の規程による保
護を受けている人は除く
①介護保険法に規程する要介護被保険者または居宅要支援被保険者
②生計を同じくする世帯員全員が住民税を課せられていない
③世帯の前年分収入が生活保護基準を下回るか、それと同程度であると認め
られる世帯

④被保険者本人に課せられている保険料などを完納している
⑤資産を活用しても、なお生活が困窮の状態にある

①訪問介護(介護予防)
②訪問入浴介護(介護予防) 
③訪問看護(介護予防)
④訪問リハビリテーション(介護予防)
⑤通所介護(介護予防)
⑥通所リハビリテーション(介護予防)
⑦短期入所生活介護(介護予防)
⑧短期入所療養介護(介護予防)
⑨福祉用具貸与(介護予防)
⑩認知症対応型通所介護(介護予防)
⑪小規模多機能型居宅介護(介護予防)
⑫夜間対応型訪問介護

軽額の対象となる人の基準 軽減割合
１／２

１／４

老齢福祉年金受給者で、世帯全員が市民税非課税の人
世帯全員が市民税非課税で、次の①～⑤すべてに該当
する人
①単身世帯で年間収入が150万円以下で、世帯員が１
人増えるごとに50万円を加算した額以下であること

②預貯金や有価証券などの額が単身世帯で350万円以
下で、世帯員１人増えるごとに100万円を加算した
額以下であること

③日常生活のために必要な資産以外に利用できる資産
などを持っていないこと

④負担能力のある親族などに扶養されていないこと
⑤介護保険料を滞納していないこと

※生活保護受給者は、該当にはなりません



■
地
球
環
境
は
悪
化
の
一
途

地
球
温
暖
化
や
オ
ゾ
ン
層
破
壊
な

ど
環
境
破
壊
の
歩
み
は
着
実
に
進
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
私
た
ち
が
石

油
や
木
な
ど
の
資
源
を
消
費
し
続
け

て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
環
境
を
守
る

た
め
の
努
力
が
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い

こ
と
な
ど
が
原
因
で
す
。

■
環
境
を
守
る
行
動
を

現
在
の
地
球
温
暖
化
な
ど
の
環
境

問
題
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
が
原

因
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
そ

の
解
決
の
た
め
に
は
身
近
な
問
題
に

目
を
向
け
、
環
境
に
配
慮
し
た
生
活

を
送
り
、
そ
の
質
の
向
上
の
た
め
に

行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

個
人
や
家
庭
で
取
り
組
む
環
境
保

全
活
動
に
は
、
ご
み
減
量
や
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
へ
の
協
力
、
省
エ
ネ
を
意

識
し
た
生
活
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
快
適
な
住
環
境
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
ご
み
の
野
外
焼
却
な

ど
近
隣
へ
の
迷
惑
と
な
る
行
為
は
慎

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
地
域
や
社
会
、
企
業
で

の
取
り
組
み
も
、
私
た
ち
一
人
一
人

が
後
押
し
す
る
こ
と
で
真
価
が
発
揮

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
も
ま
た
、
個
人
や

家
庭
で
の
取
り
組
み
と
同
様
に
重
要

で
あ
り
、
積
極
的
に
参
加
し
協
力
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
環
境
に
つ
い
て
の
情

報
に
耳
を
傾
け
、
地
球
の
た
め
、
子

孫
の
た
め
に
、
よ
り
良
い
環
境
を
維

持
で
き
る
よ
う
に
簡
単
な
こ
と
か
ら

行
動
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
環
境
政
策
に
市
民
の
意

見
を
直
接
反
映
さ
せ
る
た
め
、
環
境

審
議
会
の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

環
境
審
議
会
は
、
良
好
で
快
適
な

環
境
の
保
全
や
基
本
計
画
の
進
捗
状

況
な
ど
に
つ
い
て
調
査
・
審
議
す
る

機
関
で
、
学
識
経
験
者
や
各
種
団
体

の
代
表
者
か
ら
選
出
さ
れ
た
十
人
の

委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
議

は
年
一
〜
二
回
程
度
で
す
。

応
募
資
格

20
歳
以
上(

平
成
19
年

４
月
１
日
現
在)

の
市
民

募
集
人
数

２
人

任
期

８
月
か
ら
２
年
間

応
募
期
間

７
月
２
日(

月)

か
ら
20

日(

金)

ま
で

応
募
方
法

期
間
内
に
次
の
書
類
各

１
部
を
持
参
、
ま
た
は
郵
送(

７

月
20
日
必
着)

し
て
く
だ
さ
い

▽
所
定
の
応
募
用
紙(

市
役
所
市
民

ホ
ー
ル
、
各
振
興
局
市
民
課
、
東

原
庁
舎
２
階
、
中
央
公
民
館
、
各

地
区
公
民
館
、
図
書
館
に
用
意)

▽「
環
境
に
関
す
る
自
身
の
考
え
」を

テ
ー
マ
に
し
た
レ
ポ
ー
ト(

800
字

程
度
で
、
題
名
な
ど
は
自
由
）

委
員
の
選
任

募
集
人
数
を
上
回
っ

た
場
合
は
、
審
査
な
ど
で
選
考
し

本
人
あ
て
に
結
果
を
通
知
し
ま
す

注
意
事
項

提
出
書
類
に
虚
偽
の
記

載
が
あ
っ
た
と
き
は
、就
任
後
で
も

委
嘱
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
書
類
は
返
還
し
ま
せ
ん

提
出
先
〒
３
７
８-

０
０
５
３

沼
田
市
東
原
新
町
１
８
０
１-

４
０

生
活
課
生
活
環
境
係
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環
境
審
議
会
の
委
員
を
募
集

生
活
課
生
活
環
境
係
1
内
線
７
７
３
７
２

６月は環境月間

６月５日は環境の日、そして６月は環境月間です。この日は国連が定めた｢世界環境デー｣でもあり、環境保全
の重要性を認識し行動の契機とするため、世界各国でさまざまな行事が行われています。
この機会に、環境問題についてもう一度考えてみましょう。

生活課生活環境係1内線７７３７２

ぬまた環境フェスティバル

楽しみながら環境について学ぶことができる｢ぬまた
環境フェスティバル｣を開催します。
市民団体、高校生、民間企業の活動や取り組み、環

境に関するパネル、各種リサイクル商品、資源の正し
い分別排出方法などを紹介・展示します。
環境にやさしい商品が当たる抽選会も実施します。
ぜひ、お気軽にお出掛けください。
とき ６月23日(土)・24日(日)午前９時～午後４時
ところ 中央公民館

生活課生活環境係1内線７７３７２



昨
年
度
は
、
約
四
割
が
身
に
覚
え

の
な
い
代
金
を
請
求
さ
れ
る
架
空
請

求
の
相
談
で
し
た
が
、
今
年
に
な
り

再
び
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

最
近
の
傾
向
と
し
て
は
、
一
件
当

た
り
の
請
求
さ
れ
る
金
額
が
高
額
に

な
り
、
一
度
振
り
込
む
と
何
度
も
請

求
さ
れ
ま
す
。
内
容
が
分
ら
な
い
か

ら
と
い
っ
て
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
あ
る

電
話
番
号
に
連
絡
す
る
と
、
お
金
を

振
り
込
め
な
ど
と
脅
さ
れ
ま
す
の
で

絶
対
に
連
絡
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
身
内
を
装
っ
た
電
話(

お

れ
お
れ
詐
欺)

も
手
口
が
巧
妙
に
な

り
、
被
害
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

知
っ
て
は
い
て
も
、
い
ざ
自
分
に

電
話
が
か
か
っ
て
く
る
と
頭
の
中
が

真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
い
ま

す
。
動
揺
せ
ず
、
慌
て
ず
、
電
話
を

切
っ
た
ら
す
ぐ
に
事
実
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
振
り
込
む
前
に
は
、
必

ず
、
家
族
や
知
人
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
も
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽

に
電
話
・
来
所
く
だ
さ
い
。

相
談
員
の
無
料
出
前
講
座
も
行
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

多
発
す
る
消
費
者
契
約
に
関
連
し

た
被
害
は
、
拡
大
を
防
止
す
る
こ
と

が
困
難
で
し
た
。

そ
こ
で
、
一
定
の
消
費
者
団
体
に

事
業
者
の
不
当
な
行
為
へ
の
差
止
請

求
権
を
認
め
る
制
度(

消
費
者
団
体

訴
訟
制
度)

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
い
こ
と
は
、
内
閣
府
国
民
生

活
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

消
費
者
の

窓
・http://w

w
w
.consum

er.go.

jp/seisaku/cao/soken/index.h

tm
l)

で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
市
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

11 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

最
近
の
相
談
状
況

消
費
者
団
体
訴
訟
制
度
が
６
月

７
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す

■沼田市消費生活センター■

ところ 市役所東原庁舎２階
開所時間 午前９時～12時・午後１時～４時

（土・日曜日、祝日を除く）
18年度の相談状況
●相談件数　544件(苦情504件、問い合わせ40件）
●男女別 男220人、女297人、団体27
●電話・来所別 電話320件、来所224件
●市内外別 市内429件、市外115件

1○20１５００　ＦＡＸ○20１５０１

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら

消
費
生
活
の

窓

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
　
ほ
の
ぼ
の
教
室（
子
育
て
学
習
会
）・
の
び
の
び
学
級（
育
児
教
室
）

乳幼児を持つ保護者を対象に子どもとのコミュニ
ケーションの取り方の学習会を開催します。
ちょっとした工夫で、親と子のより良い人間関係
を築くことができます。ぜひ、ご参加ください。
とき ７月５日(木)・12日(木)・19日(木)

午前10時から正午まで
ところ 利根保健福祉センター
対象 乳幼児を持つ保護者
講師 幼児教育講師(親業インストラクター)

小山百合子さん
参加費 無料
定員 20人(先着順)
締め切り ６月26日(火)
※保育コーナーがありますので、安心してお出掛け
ください

１歳から３歳の子どもを対象に育児教室を開催し
ます。お子さんと一緒にスキンシップを図りながら
仲間づくりをしてみませんか。
とき・内容 日程表のとおり
時間 午前10時から11時30分まで

(９月と11月は午後２時まで)
ところ 利根保健福祉センター
対象 １～３歳児と保護者
講師 保育士　永井みつえさん

栄養士　大竹武子さん
参加費 無料
定員 20組(先着順)
締め切り ７月20日(金)
●のびのび学級日程表

ほのぼの教室(子育て学習会)

のびのび学級(育児教室)

利根町市民課保健係1内43

回
１
２
３
４
５
６

月　日 内　　容
７月31日(火)
８月23日(木)
９月13日(木)
10月18日(木)
11月７日(水)
12月７日(金)

お友達になりましょう
温水プールで遊ぼう
外へでかけよう(沼田公園)
体を動かそう
簡単おやつをつくろう
クリスマス会

年代別相談件数 販売購入形態別相談件数

※マルチ・マルチまがいとは、販売組織に加入した人が次々に友人や知人を勧誘し、ピラミッド型
に会員を増やしながら、商品などを販売していく商法のことをいいます。

店舗購入
訪問販売
通信販売

マルチ・マルチまがい
電話勧誘販売
送りつけ商法
その他無店舗
不明・無関係
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「
税
金
を理

解
し
広
が
る

社
会
の
絆
」

平
成
十
八
年
度
税
に
関
す
る
標
語

沼
田
県
税
事
務
所
長
優
秀
賞
沼
田
中

学
校
桑
原
聡
子
さ
ん
の
作
品

今
年
、
四
月
か
ら
市
税
の
納
付
方

法
が
拡
大
さ
れ
、
コ
ン
ビ
ニ
で

の
納
税
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。
納
付
の
際
に
は
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
の
市
税(

市
県
民

税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
、
国
民
健
康
保
険
税)

の
納

付
書
は
、
複
数
期
分
の
納
付
書

が
一
つ
づ
り
に
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納

の
導
入
に
伴
い
、
納
付
書
が
一

期
ご
と
に
一
枚
に
変
更
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
納
付
の

際
に
は
納
付
書
の
納
付
期
限
を
よ
く

確
認
し
、
納
期
限
の
早
い
も
の
か
ら

順
番
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

今
ま
で
市
税
の
納
付
方
法
は
、
金

融
機
関
や
税
務
課
窓
口
へ
の
直
接
納

付
お
よ
び
預
貯
金
口
座
か
ら
の
口
座

振
り
替
え
の
二
種
類
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

な
ぜ
、
税
の
納
付
場
所
の
拡
大
が

進
ま
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
大

き
な
問
題
は
、
税
の
収
納
を
市
の
指

定
金
融
機
関
以
外
に
は
委
託
で
き
な

か
っ
た
こ
と
と
、
市
が
負
担
す
る
手

数
料
に
あ
り
ま
す
。

指
定
金
融
機
関
以
外
へ
の
収
納
の

委
託
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
五
年
の

法
改
正
に
よ
り
十
六
年
度
か
ら
コ
ン

ビ
ニ
収
納
を
開
始
す
る
自
治
体

が
徐
々
に
増
え
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
一
方
で
は
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
の
検
討
も

全
国
規
模
で
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
よ
り
も
さ

ら
に
手
数
料
が
高
い
た
め
に
利

用
者
が
手
数
料
を
負
担
す
る
と

い
う
よ
う
な
仕
組
み
も
含
め
て

現
在
、
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
内
で
も
自
動
車
税(

普
通

自
動
車)

を
は
じ
め
、
コ
ン
ビ

ニ
収
納
を
開
始
す
る
自
治
体
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
コ

ン
ビ
ニ
収
納
を
開
始
し
ま
し
た
が
安

全
で
確
実
な
口
座
振
り
替
え
の
手
続

き
も
勧
め
て
い
ま
す
。

市
税
は
、
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な

要
望
に
応
え
る
た
め
に
も
必
要
な
資

金
で
す
。
今
後
も
、
市
税
の
納
期
内

納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
課
納
税
係

1
内
線
３
１
４
２
へ
。

広報ぬまた 平成19年６月１日

税
務
⑮

も
多
い
場
所
で
す
。
今
回
は
比
較
的

平
坦
な
コ
ー
ス
で
す
の
で
、
ゆ
っ
く

り
と
美
し
い
花
や
緑
を
眺
め
な
が
ら

澄
ん
だ
空
気
を
味
わ
い
、
一
緒
に
ハ

イ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

７
月
８
日(

日)

午
前
５
時
市
役
所
出
発

午
後
６
時
帰
着
予
定

※
雨
天
決
行

定
員

80
人(

先
着
順)

参
加
費

二
千
九
百
円

※
申
し
込
み
後
の
参
加
費
の
払
い
戻

し
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
欠
席
の
場
合

は
、
で
き
る
だ
け
代
わ
り
の
人
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す

持
ち
物

弁
当
・
水
筒
・
雨
具
な
ど

履
き
物

登
山
靴
、
ま
た
は
履
き
慣

れ
た
運
動
靴

申
し
込
み

６
月
18
日(

月)

か
ら
21

日(

木)

ま
で
に
、
参
加
費
を
添
え

て
中
央
公
民
館
へ

※
地
区
公
民
館
で
は
、
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん

詳
し
い
こ
と
は
、
同
館
1

０

１
４
３
へ
。

中
央
公
民
館
で
は
、
市
民
ハ
イ
キ

ン
グ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

今
回
は
、
節
目
の
百
回
に
な
り
ま

す
。
行
き
先
は
、
長
野
県
上
高
地
で

す
。
上
高
地
は
、
標
高
一
、
五
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
高
地
に
広
が
り
、
周
囲

を
穂
高
連
峰
や
焼
岳
、
霞
沢
岳
な
ど

の
名
峰
に
囲
ま
れ
た
日
本
有
数
の
山

岳
景
勝
地
と
し
て
有
名
で
す
。
四
季

の
変
化
に
も
富
み
、「
大
正
池
」や

「
河
童
橋
」な
ど
記
念
撮
影
ス
ポ
ッ
ト

参
加
者
を
募
集

第
100
回
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

－河童橋と穂高連峰－
幅3.1ｍ、長さ36.6ｍの吊り橋。梓川の澄んだ流れ
に架けられ、上高地のシンボルです

コ
ン
ビ
ニ
納
税
に
つ
い
て

口
座
振
り
替
え
の
勧
め
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「
森
林
鉄
道
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を

学
び
な
が
ら
、
地
域
お
こ
し
の
一
つ

と
し
て
地
元
の
皆
さ
ん
や
鉄
道
愛
好

家
、
林
業
関
係
の
人
た
ち
と
楽
し
く

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
流
し
た
汗

の
分
だ
け
感
動
が
あ
り
ま
す
よ
」と
話

す
の
は
よ
み
が
え
れ
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ

ン
実
行
委
員
会
の
会
長
を
務
め
る
丸

山
龍
一
さ
ん
。
同
会
は
昨
年
、
利
根

町
根
利
の
林
野
庁
林
業
機
械
化
セ
ン

タ
ー
に
展
示
中
の
蒸
気
機
関
車「
ボ
ー

ル
ド
ウ
ィ
ン
三
号
」を
復
元
し
、
各
方

面
か
ら
高
い
評
価
を
得
た
。
そ
の
実

績
か
ら
、
今
年
は
二
台
目
と
な
る「
デ

ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
一
四
一
号
機
」の
修

復
に
五
月
か
ら
着
手
し
て
い
る
。

「
た
だ
の
愛
好
家
集
団
で
は
な
く
鉄

道
関
係
者
、
鉄
や
木
工
な
ど
各
分
野

の
専
門
家
が
集
ま
り
、
専
門
機
関
の

指
導
も
受
け
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま

す
。
今
年
の
作
業
は
、
月
一
回
の
ペ
ー

ス
で
全
六
回
を
予
定
。
十
月
に
は
お

披
露
目
の
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
し
て
い

ま
す
よ
」と
仲
間
や
作
業
の
様
子
を

楽
し
げ
に
語
る
丸
山
さ
ん
。
将
来
は

森
林
鉄
道
の
復
活
を
夢
見
て
い
る
。

作
品
の
ほ
か
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
利
根
町
教
育
支
所
へ(

郵
送

や
電
子
メ
ー
ル
で
の
投
句
も
可
）

※
投
句
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す(h

ttp
://

w
w
w
.city.num

ata.gunm
a.jp/)

▼
一
般
の
部

二
句
一
組
で
投
句
数

に
制
限
な
し
。
一
組
に
つ
き
投
句

料
千
円(
作
品
に
現
金
を
添
え
て

申
し
込
み
。郵
送
の
場
合
は
、郵
便

定
額
小
為
替
・
郵
便
振
り
替
え
で)

▼
小
中
学
生
の
部

投
句
料
は
無
料
。

一
人
四
句
以
内

締
め
切
り

▼
一
般
の
部

７
月
31
日(

火)

▼
小
中
学
生
の
部

８
月
31
日(

金)

※
当
日
消
印
有
効

吹
割
渓
谷
や
自
然
に
恵
ま
れ
た
沼

田
の
風
物
を
俳
句
に
詠
み
、
日
常
の

感
動
を
表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ

ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

投
句
作
品

吹
割
渓
谷
や
沼
田
の
風

物
を
詠
ん
だ
も
の
。
自
作
の
未
発

表
作
品
に
限
り
ま
す

投
句
方
法

市
教
育
委
員
会
、
白
沢

町
・
利
根
町
の
各
教
育
支
所
、
地

区
公
民
館
な
ど
に
あ
る
本
大
会
規

定
の
投
句
用
紙(

市
内
小
中
学
生

は
、
学
校
か
ら
配
布)

を
使
用
。

あ
て
先

〒
３
７
８-

０
３
９
８

沼
田
市
利
根
町
追
貝
３
７

沼
田
市
教
育
委
員
会
利
根
町
教
育

支
所
内「
全
国
ふ
き
わ
れ
俳
句
大

会
」実
行
委
員
会
事
務
局

表
彰

▼
一
般
の
部

特
選
・
特
別
賞
・
優

秀
賞
・
入
選
・
連
続
投
句
賞

▼
小
中
学
生
の
部

特
選
・
優
秀
賞

・
入
選

▼
参
加
賞

投
句
者
全
員
に
詠
草
集

投
句
作
品
の
取
り
扱
い

○
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

○
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
、
市
と
市

教
育
委
員
会
に
帰
属
し
ま
す

※
投
句
の
際
に
ご
提
供
い
た
だ
く
個

人
情
報
は
、
第
17
回
全
国
ふ
き
わ

れ
俳
句
大
会
の
開
催
に
関
し
て
使

用
す
る
ほ
か
、
市
や
後
援
団
体
の

発
行
物
な
ど
に
発
表
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い

流
し
た
汗
の
分
だ
け
感
動
が
あ
る

丸山 龍一さん(沼須町)

よみがえれボールドウィン実行委員会会長

第
３
回

利
根
町
教
育
支
所
1
内
線
１
２
５

－滝は吹割　片品渓谷－
上毛かるたにも詠まれる吹割渓谷は、国の天然記念物および名
勝に指定されています

一
般
の
部

紺
碧
の
　
空
ど
こ
ま
で
も
　
瀧
ひ
び
く

山
梨
県
富
士
吉
田
市
　
　
小
野
　
芦
雪

小
中
学
生
の
部

梅
雨
に
入
り
　
滝
は
け
も
の
に
　
変
わ
り
だ
す

利
根
中
学
校
３
年
　
　
小
島
　
大
地

(特選)

第
　
回
全
国
ふ
き
わ
れ
俳
句
大
会

１７
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ぬ またフォトさんぽぬ またフォトさんぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

５月13日(日)

新緑の中で味わうお茶と伝統
花の大茶会

ツツジなどが見ごろを迎えた沼田公園で恒例
の沼田茶道会主催｢花の大茶会｣が開かれ、来
場者は茶の香りや伝統文化を満喫しました。

５月20日(日)

住みよいまちをみんなでつくろう
春の市内一斉清掃・道路愛護運動

美しい環境や安全な道路交通を守るため、春
と秋に行われるこの活動。早朝から多くの市
民が参加し、まちの美化に取り組みました。

国
民
保
護
計
画
は
、
国
民
の
安
全

安
心
の
た
め
の
計
画
で
す
。

今
月
は
、
武
力
攻
撃
や
テ
ロ
な
ど

が
差
し
迫
り
、
ま
た
は
発
生
し
た
と

き
に
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て

警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
取
る
べ

き
行
動
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
学
び

た
い
と
思
い
ま
す
。

●
屋
内
で
は

▽
ド
ア
や
窓
を
全
部
閉
め
ま
し
ょ
う

▽
ガ
ス
や
水
道
、
換
気
扇
を
止
め
ま

し
ょ
う

▽
ド
ア
や
壁
、
窓
ガ
ラ
ス
か
ら
離
れ

て
座
り
ま
し
ょ
う

●
屋
外
で
は

▽
近
隣
の
丈
夫
な
建
物
や
地
下
街
な

ど
屋
内
に
避
難
し
ま
し
ょ
う

▽
車
を
運
転
し
て
い
る
人
は
、
で
き

る
限
り
道
路
以
外
の
場
所
に
止
め

て
く
だ
さ
い
。
仕
方
な
く
道
路
に

置
い
て
避
難
す
る
と
き
は
、
道
路

の
左
端
に
鍵
を
付
け
た
た
ま
ま
で

駐
車
す
る
な
ど
、
緊
急
車
両
の
通

行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

▽
警
報
を
は
じ
め
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
な
ど
を
通
じ
て
情
報
収
集
に
努

め
ま
し
ょ
う

▽
避
難
の
指
示
に
は
、
屋
内
や
避
難

所
施
設
へ
の
避
難
、
市
町
村
や
県

の
区
域
を
越
え
た
遠
方
へ
の
避
難

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん

の
安
全
を
守
る
た
め
、
状
況
に
応

じ
て
適
切
な
指
示
が
出
さ
れ
ま
す

の
で
、
指
示
に
従
っ
て
落
ち
着
い

て
行
動
し
ま
し
ょ
う

▽
ガ
ス
の
元
栓
を
締
め
冷
蔵
庫
以
外

の
コ
ン
セ
ン
ト
は
抜
き
ま
し
ょ
う

▽
頑
丈
な
靴
や
長
ズ
ボ
ン
、
長
袖
シ

ャ
ツ
、
帽
子
な
ど
を
着
用
し
、
非

常
持
ち
出
し
品
を
持
参
し
ま
し
ょ

う(

防
災
マ
ッ
プ
を
参
照)

▽
パ
ス
ポ
ー
ト
や
運
転
免
許
証
な
ど

の
身
分
を
証
明
す
る
も
の
を
携
行

し
ま
し
ょ
う

▽
戸
締
ま
り
を
し
ま
し
ょ
う

▽
近
所
の
人
に
声
を
掛
け
ま
し
ょ
う

▽
避
難
の
経
路
や
手
段
な
ど
に
つ
い

て
、
行
政
機
関
か
ら
の
指
示
に
従

い
ま
し
ょ
う

詳
し
い
こ
と
は
、
総
務
課
消
防
防

災
係
1
内
線
３
３
６
２
へ
。

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
武
力
攻
撃
　
な
く
て
は
な
ら
な
い
国
民
保
護
計
画

国
民
保
護
計
画
豆
知
識

警
報
が
発
令
さ
れ
た
ら

落
ち
着
い
て
情
報
収
集

避
難
の
指
示
が
出
た
ら

自
宅
か
ら
避
難
す
る
場
合
に
は



市
政
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
市
内
の
主
な
公
有
施
設
を

紹
介
し
ま
す
。
見
学
施
設
へ
の
移
動

は
バ
ス
で
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き

７
月
13
日(

金)

午
前
８
時
45

分
市
役
所
集
合
・
出
発
。
午
後
４

時
帰
着
解
散
予
定

コ
ー
ス

市
役
所→

最
終
処
分
場→

清
掃
工
場→

利
根
沼
田
広
域
中
央

消
防
署→

給
食
セ
ン
タ
ー(

昼
食)

→

林
野
庁
林
業
機
械
化
セ
ン
タ
ー

→

水
道
会
館→

市
役
所

対
象

20
歳
以
上
の
市
民
で
全
コ

ー
ス
見
学
可
能
な
人

※
お
子
さ
ん
の
同
伴
は
、
ご
遠
慮
く

だ
さ
い

定
員

24
人(

先
着
順)

参
加
費

無
料(

昼
食
は
学
校
給
食)

申
し
込
み

７
月
６
日(

金)

か
ら
電

話
で
直
接

本
年
度
か
ら
、
小
学
校
の
高
学
年

を
中
心
に
新
し
い
学
級
担
任
制「
相

互
乗
入
れ
型
学
級
担
任
制
」を
導
入

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
い
じ
め
や
不
登

校
、
学
力
向
上
な
ど
の
対
策
と
し
て

実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

導
入
の
目
的

次
の
よ
う
な
こ
と
が
、
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

●
教
科
専
門
や
得
意
教
科
を
生
か
す

こ
と
に
よ
る
学
習
指
導
の
充
実

●
複
数
の
教
員
に
よ
る
児
童
の
多
面

的
な
把
握
と
児
童
理
解
に
基
づ
く

き
め
細
か
な
指
導
の
充
実

●
中
学
校
の
教
科
担
任
制
へ
の
ス
ム

ー
ズ
な
移
行

●
学
年
・
学
級
間
の
相
互

連
携
に
よ
る
学
年
・
学

級
経
営
の
充
実

制
度
の
内
容

例
え
ば
、
教
員
ご
と
の

専
門
分
野
や
得
意
科
目
を

生
か
す
た
め
に
、
一
組
の

担
任
が
二
組
の
社
会
と
音

楽
を
指
導
す
る
代
わ
り

に
、
二
組
の
担
任
が
一
組

の
理
科
と
図
工
を
指
導
し

ま
す
。

ま
た
、
一
つ
の
ク
ラ
ス
の
授
業
に

か
か
わ
る
教
員
全
員
で
生
徒
指
導
支

援
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
、
支
援
ノ
ー

ト
な
ど
を
作
成
し
て
情
報
交
換
し
な

が
ら
指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
一
組
の
担
任
は
二
組
の
副
担

任
と
な
り
、
学
級
だ
よ
り
の
作
成
や

通
知
表
の
作
成
な
ど
に
も
か
か
わ
る

よ
う
に
し
ま
す(

左
の
図
を
参
照)

。

こ
の
制
度
に
は
、
ほ
か
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
各

学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
に
応
じ
て

積
極
的
に
導
入
す
る
こ
と
で
、
授
業

が
楽
し
く
、
い
じ
め
や
不
登
校
の
な

い
学
校
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。
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高齢者の交通事故を防止し交通安全の普及啓発を図るため、65歳以上
の高齢者(５人一組)が100日間の無事故無違反を目指す、｢交通安全コン
テスト｣を実施します。参加チームのリーダーには、県が開催する交通安
全教室を受講していただきます。
無事故無違反を達成された人全員に｢無事故無違反達成証｣を送り、ま
た、抽選で15組に｢県内温泉旅館宿泊券｣を贈呈します。
皆さん、ぜひ、ご参加ください。
申し込み 所定の応募用紙に必要事項を記入し、県交通政策課交通安全
グループへ持参、または郵送してください(市役所東原庁舎２階、各振
興局市民課、図書館、中央公民館、各地区公民館、市社会福祉協議会、
ふれあい福祉センター、県内警察署、交通安全協会、県庁交通政策課
に用意)

募集期間 ６月１日(金)から７月20日(金)まで
実施期間 ９月１日(土)から12月９日(日)まで
参加費 無料
提出先 〒３７１-８５７０

前橋市大手町１-１-１県庁本庁舎23階南フロア
県交通政策課交通安全グループ
1０２７(２２６)２３８８

高齢者の交通事故を防止し交通安全の普及啓発を図るため、65歳以上
の高齢者(５人一組)が100日間の無事故無違反を目指す、｢交通安全コン
テスト｣を実施します。参加チームのリーダーには、県が開催する交通安
全教室を受講していただきます。
無事故無違反を達成された人全員に｢無事故無違反達成証｣を送り、ま
た、抽選で15組に｢県内温泉旅館宿泊券｣を贈呈します。
皆さん、ぜひ、ご参加ください。
申し込み 所定の応募用紙に必要事項を記入し、県交通政策課交通安全
グループへ持参、または郵送してください(市役所東原庁舎２階、各振
興局市民課、図書館、中央公民館、各地区公民館、市社会福祉協議会、
ふれあい福祉センター、県内警察署、交通安全協会、県庁交通政策課
に用意)

募集期間 ６月１日(金)から７月20日(金)まで
実施期間 ９月１日(土)から12月９日(日)まで
参加費 無料
提出先 〒３７１-８５７０

前橋市大手町１-１-１県庁本庁舎23階南フロア
県交通政策課交通安全グループ
1０２７(２２６)２３８８

高齢者の交通事故を防止し交通安全の普及啓発を図るため、65歳以上
の高齢者(５人一組)が100日間の無事故無違反を目指す、｢交通安全コン
テスト｣を実施します。参加チームのリーダーには、県が開催する交通安
全教室を受講していただきます。
無事故無違反を達成された人全員に｢無事故無違反達成証｣を送り、ま
た、抽選で15組に｢県内温泉旅館宿泊券｣を贈呈します。
皆さん、ぜひ、ご参加ください。
申し込み 所定の応募用紙に必要事項を記入し、県交通政策課交通安全
グループへ持参、または郵送してください(市役所東原庁舎２階、各振
興局市民課、図書館、中央公民館、各地区公民館、市社会福祉協議会、
ふれあい福祉センター、県内警察署、交通安全協会、県庁交通政策課
に用意)

募集期間 ６月１日(金)から７月20日(金)まで
実施期間 ９月１日(土)から12月９日(日)まで
参加費 無料
提出先 〒３７１-８５７０

前橋市大手町１-１-１県庁本庁舎23階南フロア
県交通政策課交通安全グループ
1０２７(２２６)２３８８

高齢者の交通事故を防止し交通安全の普及啓発を図るため、65歳以上
の高齢者(５人一組)が100日間の無事故無違反を目指す、｢交通安全コン
テスト｣を実施します。参加チームのリーダーには、県が開催する交通安
全教室を受講していただきます。
無事故無違反を達成された人全員に｢無事故無違反達成証｣を送り、ま
た、抽選で15組に｢県内温泉旅館宿泊券｣を贈呈します。
皆さん、ぜひ、ご参加ください。
申し込み 所定の応募用紙に必要事項を記入し、県交通政策課交通安全
グループへ持参、または郵送してください(市役所東原庁舎２階、各振
興局市民課、図書館、中央公民館、各地区公民館、市社会福祉協議会、
ふれあい福祉センター、県内警察署、交通安全協会、県庁交通政策課
に用意)

募集期間 ６月１日(金)から７月20日(金)まで
実施期間 ９月１日(土)から12月９日(日)まで
参加費 無料
提出先 〒３７１-８５７０

前橋市大手町１-１-１県庁本庁舎23階南フロア
県交通政策課交通安全グループ
1０２７(２２６)２３８８

高齢者の交通事故を防止し交通安全の普及啓発を図るため、65歳以上
の高齢者(５人一組)が100日間の無事故無違反を目指す、｢交通安全コン
テスト｣を実施します。参加チームのリーダーには、県が開催する交通安
全教室を受講していただきます。
無事故無違反を達成された人全員に｢無事故無違反達成証｣を送り、ま
た、抽選で15組に｢県内温泉旅館宿泊券｣を贈呈します。
皆さん、ぜひ、ご参加ください。
申し込み 所定の応募用紙に必要事項を記入し、県交通政策課交通安全
グループへ持参、または郵送してください(市役所東原庁舎２階、各振
興局市民課、図書館、中央公民館、各地区公民館、市社会福祉協議会、
ふれあい福祉センター、県内警察署、交通安全協会、県庁交通政策課
に用意)

募集期間 ６月１日(金)から７月20日(金)まで
実施期間 ９月１日(土)から12月９日(日)まで
参加費 無料
提出先 〒３７１-８５７０

前橋市大手町１-１-１県庁本庁舎23階南フロア
県交通政策課交通安全グループ
1０２７(２２６)２３８８

高齢者の交通事故を防止し交通安全の普及啓発を図るため、65歳以上
の高齢者(５人一組)が100日間の無事故無違反を目指す、｢交通安全コン
テスト｣を実施します。参加チームのリーダーには、県が開催する交通安
全教室を受講していただきます。
無事故無違反を達成された人全員に｢無事故無違反達成証｣を送り、ま
た、抽選で15組に｢県内温泉旅館宿泊券｣を贈呈します。
皆さん、ぜひ、ご参加ください。
申し込み 所定の応募用紙に必要事項を記入し、県交通政策課交通安全
グループへ持参、または郵送してください(市役所東原庁舎２階、各振
興局市民課、図書館、中央公民館、各地区公民館、市社会福祉協議会、
ふれあい福祉センター、県内警察署、交通安全協会、県庁交通政策課
に用意)

募集期間 ６月１日(金)から７月20日(金)まで
実施期間 ９月１日(土)から12月９日(日)まで
参加費 無料
提出先 〒３７１-８５７０

前橋市大手町１-１-１県庁本庁舎23階南フロア
県交通政策課交通安全グループ
1０２７(２２６)２３８８

高齢者の交通事故を防止し交通安全の普及啓発を図るため、65歳以上
の高齢者(５人一組)が100日間の無事故無違反を目指す、｢交通安全コン
テスト｣を実施します。参加チームのリーダーには、県が開催する交通安
全教室を受講していただきます。
無事故無違反を達成された人全員に｢無事故無違反達成証｣を送り、ま
た、抽選で15組に｢県内温泉旅館宿泊券｣を贈呈します。
皆さん、ぜひ、ご参加ください。
申し込み 所定の応募用紙に必要事項を記入し、県交通政策課交通安全
グループへ持参、または郵送してください(市役所東原庁舎２階、各振
興局市民課、図書館、中央公民館、各地区公民館、市社会福祉協議会、
ふれあい福祉センター、県内警察署、交通安全協会、県庁交通政策課
に用意)

募集期間 ６月１日(金)から７月20日(金)まで
実施期間 ９月１日(土)から12月９日(日)まで
参加費 無料
提出先 〒３７１-８５７０

前橋市大手町１-１-１県庁本庁舎23階南フロア
県交通政策課交通安全グループ
1０２７(２２６)２３８８

高齢者の交通事故を防止し交通安全の普及啓発を図るため、65歳以上
の高齢者(５人一組)が100日間の無事故無違反を目指す、｢交通安全コン
テスト｣を実施します。参加チームのリーダーには、県が開催する交通安
全教室を受講していただきます。
無事故無違反を達成された人全員に｢無事故無違反達成証｣を送り、ま
た、抽選で15組に｢県内温泉旅館宿泊券｣を贈呈します。
皆さん、ぜひ、ご参加ください。
申し込み 所定の応募用紙に必要事項を記入し、県交通政策課交通安全
グループへ持参、または郵送してください(市役所東原庁舎２階、各振
興局市民課、図書館、中央公民館、各地区公民館、市社会福祉協議会、
ふれあい福祉センター、県内警察署、交通安全協会、県庁交通政策課
に用意)

募集期間 ６月１日(金)から７月20日(金)まで
実施期間 ９月１日(土)から12月９日(日)まで
参加費 無料
提出先 〒３７１-８５７０

前橋市大手町１-１-１県庁本庁舎23階南フロア
県交通政策課交通安全グループ
1０２７(２２６)２３８８

高齢者の交通事故を防止し交通安全の普及啓発を図るため、65歳以上
の高齢者(５人一組)が100日間の無事故無違反を目指す、｢交通安全コン
テスト｣を実施します。参加チームのリーダーには、県が開催する交通安
全教室を受講していただきます。
無事故無違反を達成された人全員に｢無事故無違反達成証｣を送り、ま
た、抽選で15組に｢県内温泉旅館宿泊券｣を贈呈します。
皆さん、ぜひ、ご参加ください。
申し込み 所定の応募用紙に必要事項を記入し、県交通政策課交通安全
グループへ持参、または郵送してください(市役所東原庁舎２階、各振
興局市民課、図書館、中央公民館、各地区公民館、市社会福祉協議会、
ふれあい福祉センター、県内警察署、交通安全協会、県庁交通政策課
に用意)

募集期間 ６月１日(金)から７月20日(金)まで
実施期間 ９月１日(土)から12月９日(日)まで
参加費 無料
提出先 〒３７１-８５７０

前橋市大手町１-１-１県庁本庁舎23階南フロア
県交通政策課交通安全グループ
1０２７(２２６)２３８８

高齢者の交通事故を防止し交通安全の普及啓発を図るため、65歳以上
の高齢者(５人一組)が100日間の無事故無違反を目指す、｢交通安全コン
テスト｣を実施します。参加チームのリーダーには、県が開催する交通安
全教室を受講していただきます。
無事故無違反を達成された人全員に｢無事故無違反達成証｣を送り、ま
た、抽選で15組に｢県内温泉旅館宿泊券｣を贈呈します。
皆さん、ぜひ、ご参加ください。
申し込み 所定の応募用紙に必要事項を記入し、県交通政策課交通安全
グループへ持参、または郵送してください(市役所東原庁舎２階、各振
興局市民課、図書館、中央公民館、各地区公民館、市社会福祉協議会、
ふれあい福祉センター、県内警察署、交通安全協会、県庁交通政策課
に用意)

募集期間 ６月１日(金)から７月20日(金)まで
実施期間 ９月１日(土)から12月９日(日)まで
参加費 無料
提出先 〒３７１-８５７０

前橋市大手町１-１-１県庁本庁舎23階南フロア
県交通政策課交通安全グループ
1０２７(２２６)２３８８

高齢者の交通事故を防止し交通安全の普及啓発を図るため、65歳以上
の高齢者(５人一組)が100日間の無事故無違反を目指す、｢交通安全コン
テスト｣を実施します。参加チームのリーダーには、県が開催する交通安
全教室を受講していただきます。
無事故無違反を達成された人全員に｢無事故無違反達成証｣を送り、ま
た、抽選で15組に｢県内温泉旅館宿泊券｣を贈呈します。
皆さん、ぜひ、ご参加ください。
申し込み 所定の応募用紙に必要事項を記入し、県交通政策課交通安全
グループへ持参、または郵送してください(市役所東原庁舎２階、各振
興局市民課、図書館、中央公民館、各地区公民館、市社会福祉協議会、
ふれあい福祉センター、県内警察署、交通安全協会、県庁交通政策課
に用意)

募集期間 ６月１日(金)から７月20日(金)まで
実施期間 ９月１日(土)から12月９日(日)まで
参加費 無料
提出先 〒３７１-８５７０

前橋市大手町１-１-１県庁本庁舎23階南フロア
県交通政策課交通安全グループ
1０２７(２２６)２３８８

高齢者の交通事故を防止し交通安全の普及啓発を図るため、65歳以上
の高齢者(５人一組)が100日間の無事故無違反を目指す、｢交通安全コン
テスト｣を実施します。参加チームのリーダーには、県が開催する交通安
全教室を受講していただきます。
無事故無違反を達成された人全員に｢無事故無違反達成証｣を送り、ま
た、抽選で15組に｢県内温泉旅館宿泊券｣を贈呈します。
皆さん、ぜひ、ご参加ください。
申し込み 所定の応募用紙に必要事項を記入し、県交通政策課交通安全
グループへ持参、または郵送してください(市役所東原庁舎２階、各振
興局市民課、図書館、中央公民館、各地区公民館、市社会福祉協議会、
ふれあい福祉センター、県内警察署、交通安全協会、県庁交通政策課
に用意)

募集期間 ６月１日(金)から７月20日(金)まで
実施期間 ９月１日(土)から12月９日(日)まで
参加費 無料
提出先 〒３７１-８５７０

前橋市大手町１-１-１県庁本庁舎23階南フロア
県交通政策課交通安全グループ
1０２７(２２６)２３８８

高齢者の交通事故を防止し交通安全の普及啓発を図るため、65歳以上
の高齢者(５人一組)が100日間の無事故無違反を目指す、｢交通安全コン
テスト｣を実施します。参加チームのリーダーには、県が開催する交通安
全教室を受講していただきます。
無事故無違反を達成された人全員に｢無事故無違反達成証｣を送り、ま
た、抽選で15組に｢県内温泉旅館宿泊券｣を贈呈します。
皆さん、ぜひ、ご参加ください。
申し込み 所定の応募用紙に必要事項を記入し、県交通政策課交通安全
グループへ持参、または郵送してください(市役所東原庁舎２階、各振
興局市民課、図書館、中央公民館、各地区公民館、市社会福祉協議会、
ふれあい福祉センター、県内警察署、交通安全協会、県庁交通政策課
に用意)

募集期間 ６月１日(金)から７月20日(金)まで
実施期間 ９月１日(土)から12月９日(日)まで
参加費 無料
提出先 〒３７１-８５７０

前橋市大手町１-１-１県庁本庁舎23階南フロア
県交通政策課交通安全グループ
1０２７(２２６)２３８８

高齢者の交通事故を防止し交通安全の普及啓発を図るため、65歳以上
の高齢者(５人一組)が100日間の無事故無違反を目指す、｢交通安全コン
テスト｣を実施します。参加チームのリーダーには、県が開催する交通安
全教室を受講していただきます。
無事故無違反を達成された人全員に｢無事故無違反達成証｣を送り、ま
た、抽選で15組に｢県内温泉旅館宿泊券｣を贈呈します。
皆さん、ぜひ、ご参加ください。
申し込み 所定の応募用紙に必要事項を記入し、県交通政策課交通安全
グループへ持参、または郵送してください(市役所東原庁舎２階、各振
興局市民課、図書館、中央公民館、各地区公民館、市社会福祉協議会、
ふれあい福祉センター、県内警察署、交通安全協会、県庁交通政策課
に用意)

募集期間 ６月１日(金)から７月20日(金)まで
実施期間 ９月１日(土)から12月９日(日)まで
参加費 無料
提出先 〒３７１-８５７０

前橋市大手町１-１-１県庁本庁舎23階南フロア
県交通政策課交通安全グループ
1０２７(２２６)２３８８

高齢者の交通事故を防止し交通安全の普及啓発を図るため、65歳以上
の高齢者(５人一組)が100日間の無事故無違反を目指す、｢交通安全コン
テスト｣を実施します。参加チームのリーダーには、県が開催する交通安
全教室を受講していただきます。
無事故無違反を達成された人全員に｢無事故無違反達成証｣を送り、ま
た、抽選で15組に｢県内温泉旅館宿泊券｣を贈呈します。
皆さん、ぜひ、ご参加ください。
申し込み 所定の応募用紙に必要事項を記入し、県交通政策課交通安全
グループへ持参、または郵送してください(市役所東原庁舎２階、各振
興局市民課、図書館、中央公民館、各地区公民館、市社会福祉協議会、
ふれあい福祉センター、県内警察署、交通安全協会、県庁交通政策課
に用意)

募集期間 ６月１日(金)から７月20日(金)まで
実施期間 ９月１日(土)から12月９日(日)まで
参加費 無料
提出先 〒３７１-８５７０

前橋市大手町１-１-１県庁本庁舎23階南フロア
県交通政策課交通安全グループ
1０２７(２２６)２３８８

高齢者の交通事故を防止し交通安全の普及啓発を図るため、65歳以上
の高齢者(５人一組)が100日間の無事故無違反を目指す、｢交通安全コン
テスト｣を実施します。参加チームのリーダーには、県が開催する交通安
全教室を受講していただきます。
無事故無違反を達成された人全員に｢無事故無違反達成証｣を送り、ま
た、抽選で15組に｢県内温泉旅館宿泊券｣を贈呈します。
皆さん、ぜひ、ご参加ください。
申し込み 所定の応募用紙に必要事項を記入し、県交通政策課交通安全
グループへ持参、または郵送してください(市役所東原庁舎２階、各振
興局市民課、図書館、中央公民館、各地区公民館、市社会福祉協議会、
ふれあい福祉センター、県内警察署、交通安全協会、県庁交通政策課
に用意)

募集期間 ６月１日(金)から７月20日(金)まで
実施期間 ９月１日(土)から12月９日(日)まで
参加費 無料
提出先 〒３７１-８５７０

前橋市大手町１-１-１県庁本庁舎23階南フロア
県交通政策課交通安全グループ
1０２７(２２６)２３８８

高齢者の交通事故を防止し交通安全の普及啓発を図るため、65歳以上
の高齢者(５人一組)が100日間の無事故無違反を目指す、｢交通安全コン
テスト｣を実施します。参加チームのリーダーには、県が開催する交通安
全教室を受講していただきます。
無事故無違反を達成された人全員に｢無事故無違反達成証｣を送り、ま
た、抽選で15組に｢県内温泉旅館宿泊券｣を贈呈します。
皆さん、ぜひ、ご参加ください。
申し込み 所定の応募用紙に必要事項を記入し、県交通政策課交通安全
グループへ持参、または郵送してください(市役所東原庁舎２階、各振
興局市民課、図書館、中央公民館、各地区公民館、市社会福祉協議会、
ふれあい福祉センター、県内警察署、交通安全協会、県庁交通政策課
に用意)

募集期間 ６月１日(金)から７月20日(金)まで
実施期間 ９月１日(土)から12月９日(日)まで
参加費 無料
提出先 〒３７１-８５７０

前橋市大手町１-１-１県庁本庁舎23階南フロア
県交通政策課交通安全グループ
1０２７(２２６)２３８８
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〈相互乗り入れの例〉



〜
タ
ン
ス
で
眠
っ
て
い
る

和
服
を
甦
ら
せ
よ
う
〜

と
き

７
月
10
日
〜
平
成
20
年
１

月
15
日
の
火
曜
日(

全
10
回)

午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
第
一
会
議
室

定
員

15
人

講
師

田
島
智
恵
子
さ
ん

教
材
費

実
費

〜
カ
ラ
ダ
と
心
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
〜

と
き

７
月
６
日
〜
９
月
７
日
の
金

曜
日(

全
８
回)

午
後
２
時
〜
３
時

30
分

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

定
員

30
人

講
師

矢
島
淑
江
さ
ん

教
材
費

実
費

〜
ベ
ッ
ト
カ
バ
ー
を
作
ろ
う
〜

と
き

７
月
11
日
〜
平
成
20
年
１

月
23
日
の
水
曜
日(

全
15
回)

午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
第
一
会
議
室

定
員

20
人

講
師

藤
井
た
み
江
さ
ん

教
材
費

実
費

〜「
お
ぎ
ょ
ん
」は
浴
衣
で
〜

と
き

７
月
６
日
〜
８
月
３
日
の
毎

週
金
曜
日(

全
５
回)

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
和
室

定
員

15
人(

※
女
性
限
定)

講
師

星
野
真
由
美
さ
ん

教
材
費

実
費(

浴
衣
・
帯
な
ど
は

各
自
持
参)

本
市
の
名
誉
市
民
で
あ
る
童
謡
作

詞
家
の
林
柳
波
を
顕
彰
す
る
た
め
、

童
謡
詩
を
全
国
に
呼
び
掛
け
て
募
集

し
ま
す
。
柳
波
の
千
余
編
を
超
え
る

詩
の
中
に
は
、
ふ
る
さ
と
沼
田
や
母

を
詠
っ
た
詩（「
帰
省
」「
天
桂
寺
の
一

本
橋
」「
母
を
懐
ふ
」な
ど)

が
多
数
あ

り
ま
す
。
あ
な
た
の
心
の
想
い
を
童

謡
詩
に
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

特
に
制
限
な
し

応
募
作
品

童
謡
詩(

テ
ー
マ
、
形

式
は
自
由
で
す)

一
人
一
編
。
自

作
、
未
発
表
の
作
品
に
限
る

応
募
方
法

400
字
詰
め
の
原
稿
用
紙

(
Ａ
４
版)

を
使
用
。
１
枚
目
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業(

児
童
生
徒
の
場
合
は
、
学

校
名
と
学
年)
電
話
番
号
を
記
入
。

２
枚
目
以
降
に
題
名
と
作
品
を
書

い
て
、
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
へ

審
査
員

岸
田
衿
子
さ
ん(

詩
人
・

童
話
作
家)

、
中
川
李
枝
子
さ
ん

(

童
話
作
家)

、
高
階
杞
一
さ
ん(

詩

人)

、
沼
田
市
長

締
め
切
り

９
月
３
日(

月)(

郵
送

の
場
合
、
当
日
の
消
印
有
効
）

入
賞
「
柳
波
賞
」１
点(

副
賞
30
万

円(

小
中
学
生
の
部
か
ら
選
ば
れ

た
場
合
は
図
書
券
３
万
円)

一
般
の
部
「
優
秀
賞
」
１
点(

副

賞
10
万
円)

「
佳
作
」５
点

小
中
学
生
の
部(

以
下
を
含
む)

「
優
秀
賞
」１
点(

副
賞
図
書
券
２

万
円
分)

「
佳
作
」５
点

応
募
作
品
の
取
り
扱
い

①
応
募
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん

②
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
、
沼
田
市

と
沼
田
市
教
育
委
員
会
に
帰
属
し

ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
社
会
教
育
係
1
内
線
３
３

３
２
へ
。

社
会
福
祉
事
業
へ

▽
沼
田
女
子
高
等
学
校(

東
倉
内

町)→

三
万
四
千
八
百
七
十
四
円
▽

沼
田
市
舞
踊
協
会(

東
原
新
町)→

十

万
円
▽
沼
田
つ
く
し
の
会(

東
原
新

町)→

二
万
五
千
八
百
四
十
八
円

広報ぬまた 平成19年６月１日

昭
和
六
十
二
年
に
利
根
村
文
化

協
会
俳
句
教
室
と
し
て
発
足
し
、

平
成
十
二
年
に
会
名
を「
皇
海
俳

句
会
」と
し
ま
し
た
。
月
例
会
を

開
催
し
、
和
気
あ
い
あ
い
の
中
で

兼
題
な
く
雑
詠
五
句
を
原
則
と
し

て
、
会
員
が
詠
ん
だ
句
の
発
表
や

学
習
会
、
吉
野
香
風
子(

弘
造)

先

生
に
よ
る
作
品
の
添
削
や
講
評
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
例
会
と
は

別
に
年
二
回(

春
秋)

吟
行
も
行
っ

て
い
ま
す
。
例
会
は
、
毎
月
一
回
、

十
七(

五
・
七
・
五)

日
に
利
根
町

若
者
定
住
セ
ン
タ
ー
で
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
大
歓

迎
で
す
。
連
絡
先
　
鈴
木
邦
夫
さ

ん
1

８
０
３
５
へ
。

皇海俳句会われら�
　いきいき�
　  サークル�

われら�
　いきいき�
　  サークル�
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（敬称略）

中央公民館の教養教室
中央公民館では、７月から始まる教養教室の受講

生を募集します。
対象 市内在住、または在勤の人
受講料 無料(教材費については実費負担)
申し込み ６月11日(月)から1○23０１４３、または
中央公民館窓口で(受付時間は、平日午前８時30分
から午後５時15分まで）

※先着順、定員となり次第受け付け終了とします
詳しいことは、同館へ。

和
服
の
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

浴
衣
着
付
け
教
室

気
功
教
室

「
柳
波
賞
」

第
九
回
作
品
を
募
集

〜
林
柳
波
の
功
績
を
讃
え
ま
す
〜



市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
市
政
に

対
す
る
建
設
的
な
提
言
や
要
望
、
ま

た
、
身
近
な
問
題
や
関
心
の
あ
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
広
く
意
見
を
聞
く

と
と
も
に
、
こ
れ
を
市
政
に
反
映
さ

せ
住
み
よ
い
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
に
昭
和
六
十
三

年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
十
二
人

の
皆
さ
ん
に
市
政
モ
ニ
タ
ー
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
年
度
市
政
モ
ニ
タ
ー(

敬
称
略)

▽
中
澤
　
泉(

桜
町)

▽
小
渕
千
鶴
子

(

西
原
新
町)

▽
桑
原
博
美(

中
町)

▽

杉
島
　
昇(

横
塚
町)

▽
永
井
和
恵

(

下
発
知
町)

▽
野
村
　
武(

井
土
上

町)

▽
深
代
俊
夫(

下
川
田
町)

▽
平

井
イ
ク
エ(

下
川
田
町)

▽
小
野
徹
夫

(

白
沢
町
平
出)

▽
佐
藤
敏
裕(

白
沢

町
下
古
語
父)

▽
角
田
一
美(

利
根
町

多
那)

▽
見
城
充
代(

利
根
町
多
那)

17 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

市
政
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱
し
ま
し
た

市
の
制
度
融
資

制
度
融
資
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
商
工
観
光
課
商
業
振
興
係
1
３
２
５
３
へ
。

小口資金

運転資金
設備資金

1,250万円

運転６年以内
設備８年以内
（うち据置
６カ月以内）

2.4%
取　　扱
金融機関

市内で同一事業を１年
以上営んでいる中小企
業者と中小企業団体で
市税を完納しているも
の。ただし、個人事業
者については、市内に
1年以上居住している
もの

中 小 企 業
設備近代化資金

設備資金 1,000万円
８年以内
（うち据置
１年以内）

2.4%
取　　扱
金融機関

市内で同一事業を１年
以上営んでいる中小企
業者と中小企業団体で
市税を完納しているも
の

中 小 企 業
経営振興資金

構造改善・
関連企業の
倒産などに
よる経営安
定のための
運転資金、
設備近代化
を図った場
合の増加運
転資金、他
業種への転
換資金

中小企業者
1,000万円
中小企業団体
2,000万円

６年以内
（うち据置
１年以内）

2.4%
取　　扱
金融機関

市内で同一事業を１年
以上営んでいる中小企
業者と中小企業団体で
市税を完納しているも
の

労 働 環 境
整 備 資 金

社宅･独身
寮、スポーツ･
保健施設、
託児施設、
保養所など
の整備資金

中小企業者
3,000万円
中小企業団体
6,000万円

10年以内
（うち据置
１年以内）

2.3％
(信用保証付
は1.9％)

沼田行政
事 務 所

市内に店舗や工場また
は事業所を有する中小
企業者と中小企業団体

勤　労　者
生 活 資 金

医療費･冠
婚葬祭費･
教育費･災
害復旧費･
耐久消費財
購入費

150万円 ５年以内 2.1%
中央労働金庫
沼田支店

市内に１年以上居住ま
たは市内の同一事業所
に１年以上勤務する勤
労者で、前年の源泉徴
収票と所得証明書など
が提出でき資金の償還
が確実と認められる人

勤　労　者
住宅建設資金

住 宅 資 金
(新築･増改
築資金、住
宅･土地購
入資金)

600万円 20年以内 2.4%
取　　扱
金融機関

市内に１年以上居住ま
たは市内の同一事業所
に１年以上勤務する勤
労者で、市内に自分の
居住する住宅の敷地を
取得または住宅を建築
(購入)しようとする人

特別小口資金

従業員20人以下(商業･
サービス業は５人以下)
の小企業者で過去１年
間に市民税所得割が課
税され完納しているも
ので、他の保証付融資
を利用していないもの

中
小
企
業
者
向
け
融
資

中
小
企
業
者
向
け
融
資

中
小
企
業
者
向
け
融
資

中
小
企
業
者
向
け
融
資

中
小
企
業
者
向
け
融
資

中
小
企
業
者
向
け
融
資

中
小
企
業
者
向
け
融
資

中
小
企
業
者
向
け
融
資

中
小
企
業
者
向
け
融
資

中
小
企
業
者
向
け
融
資

中
小
企
業
者
向
け
融
資

中
小
企
業
者
向
け
融
資

中
小
企
業
者
向
け
融
資

中
小
企
業
者
向
け
融
資

中
小
企
業
者
向
け
融
資

中
小
企
業
者
向
け
融
資

中
小
企
業
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

県
と
の
協
調
融
資

県
と
の
協
調
融
資

県
と
の
協
調
融
資

県
と
の
協
調
融
資

県
と
の
協
調
融
資

県
と
の
協
調
融
資

県
と
の
協
調
融
資

県
と
の
協
調
融
資

県
と
の
協
調
融
資

県
と
の
協
調
融
資

県
と
の
協
調
融
資

県
と
の
協
調
融
資

県
と
の
協
調
融
資

県
と
の
協
調
融
資

県
と
の
協
調
融
資

県
と
の
協
調
融
資

県
と
の
協
調
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

制　度　名 資金使途 限 度 額 期　　　間 利　率 申し込み制　度　名 資金使途 限 度 額 期　　　間 利　率 申し込み制　度　名 資金使途 限 度 額 期　　　間 利　率 申し込み制　度　名 資金使途 限 度 額 期　　　間 利　率 申し込み制　度　名 資金使途 限 度 額 期　　　間 利　率 申し込み制　度　名 資金使途 限 度 額 期　　　間 利　率 申し込み制　度　名 資金使途 限 度 額 期　　　間 利　率 申し込み

※平成19年６月１日現在



市
立
図
書
館
、
各
地
区
公
民
館
図

書
室
は
館
内
の
特
別
整
理
の
た
め
六

月
二
十
二
日(

金)

か
ら
二
十
八
日

(

木)

ま
で
休
館
に
な
り
ま
す
。

期
間
中
に
本
を
返
却
す
る
場
合

は
、
市
立
図
書
館
の
正
面
玄
関
左
側

の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
へ
入
れ
て
く
だ
さ

い
。
視
聴
覚
資
料
は
壊
れ
や
す
い
の

で
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
へ
は
入
れ
ず
に
、

後
日
、
返
却
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
戻
し
て

く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
同
館
1

０
５

５
０
へ
。

無
料
開
放
日

６
月
30
日(

土)

午
後

１
時
か
ら
５
時
ま
で

利
用
期
間

６
月
30
日(

土)

か
ら
９

月
２
日(

日)

ま
で

※
７
月
６
日(

金)

は
休
業
し
ま
す

利
用
時
間

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
は

午
前
11
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

土
・
日
曜
日
と
７
月
21
日(

土)

か

ら
８
月
24
日(

金)

ま
で
は
、
午
前

10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

利
用
料
金

普
通
券

小
学
生
一
〇
〇
円
、
中
学

生
二
一
〇
円
、
一
般
四
二
〇
円

回
数
券(

十
一
枚
つ
づ
り)

小
学
生

一
〇
〇
〇
円
、
中
学
生
二
一
〇
〇

円
、
一
般
四
二
〇
〇
円

更
衣
室
ロ
ッ
カ
ー
使
用
料

一
〇
〇

円詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
プ
ー
ル
管

理
事
務
所
1

７
３
７
３
へ
。
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広報ぬまた 平成19年６月１日

お
知
ら
せ

春
季
特
別
整
理
期
間
で

図
書
館(

室)

が
休
館
に

６
月
30
日

市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

６／２(土) 「ラン　パン　パン」

６／16(土) 「しずくのぼうけん」

場所 図書館３階おはなしのへや
時間 午後２時30分から

６月

受給者の皆さん
児童手当現況届の手続きを忘れずに！

児童手当を受給している人は、６月15日から29日までの間
に現況届を社会福祉課(東原庁舎)、白沢町・利根町振興局へ直
接、または郵送で提出してください。
現況届は、６月１日現在の児童の養育状況や受給者の前年の
所得状況などを確認するもので、これを提出しないと、引き続
き受給資格があっても６月分以降の児童手当は支給されません。
受給者の皆さんには、６月11日前後に現況届用紙を郵送しま
すので、記入済の事項について確認し、所定の事項を記入、押
印の上、提出してください。厚生年金などに加入している人は、
勤務先の証明が必要です。
なお、平成18年分の所得申告は必ず済ませてください。

《添付書類》
次に該当する人は、現況届に添付書類が必要です。
○本年１月１日現在、受給者の住所が本市になかった場合には、
前住所地の市町村長が発行した｢平成19年度児童手当用所
得証明書｣１通
○児童の住所が本市以外にある場合には｢その児童の属する世
帯全員の住民票の写し(省略のないもの)｣１通と監護生計同
一申立書(窓口にあります)
※本年の制度改正により、３歳未満の乳幼児の養育者に対する
児童手当の額が、出生順位にかかわらず一律月１万円となり
ました。４月分の手当てから対象となり、６月の支給から加
算されて振り込まれます。なお、今回の制度改正による手続
きの必要はありません。
詳しいことは、社会福祉課子育て支援係(東原庁舎１階)1内
線７７２５７へ。



農
業
者
年
金
の
受
給
者
に
は
、
現

況
届
の
用
紙
が
五
月
末
こ
ろ
ま
で

に
、
農
業
者
年
金
基
金
か
ら
郵
送
さ

れ
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限

６
月
29
日(

金)

提
出
場
所

農
業
委
員
会
事
務
局

(

市
役
所
本
庁
舎
２
階)

現
況
届
が
期
限
内
に
提
出
さ
れ
な

い
場
合
、
提
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
支

払
い
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

農
業
者
年
金
の
相
談

何
か
分
か
ら
な
い
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
に
つ
い
て
、
い
つ
で

も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

農
業
委
員
会
事
務
局
、

ま
た
は
利
根
沼
田
農
業
協
同
組
合

沼
田
・
利
南
・
池
田
・
薄
根
・
川

田
・
白
沢
・
利
根
東
・
赤
城
根
の

各
支
所

詳
し
い
こ
と
は
、
農
業
委
員
会
事

務
局
1
内
線
３
２
３
３
へ
。

市
で
は
ク
ー
ル
ビ
ズ(
夏
の
軽
装

運
動)

を
実
施
し
ま
す
。
実
施
期
間

は
六
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

で
、
職
員
の
夏
の
軽
装(

ノ
ー
ネ
ク

タ
イ
、
ノ
ー
上
着)

で
の
勤
務
を
奨

励
し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
総
務
課
職
員
係

1
内
線
３
２
１
４
へ
。

縦
覧
期
間

６
月
５
日(

火)

〜
18
日

(

月)

縦
覧
場
所

建
設
部
都
市
計
画
課

(

北
庁
舎
２
階)

内
容

沼
田
都
市
計
画
用
途
地
域
の

変
更(

追
加
指
定
・
沼
田
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
西
側
地
区
、
上
原
地

区
の
一
部
の
地
域)

案
の
図
書

案
へ
の
意
見

縦
覧
期
間
中
に
、
市

長
に
対
し
て
案
へ
の
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
都
市
計
画
課
計

画
係
1
内
線
４
２
２
７
へ
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
委
員
会
で

は
、
毎
年
六
月
の
第
二
日
曜
日
を

〝
花
い
っ
ぱ
い
デ
ー
〞
と
し
て
市
内

各
所
で「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」を
行
っ

て
い
ま
す
。
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進

委
員
を
中
心
に
道
路
沿
い
な
ど
の
美

化
運
動
を
推
進
す
る
予
定
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
地
区
に
よ
り
実
施
日
が
前
後
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
推
進
委
員
会
事
務
局(

社
会
教
育

課
社
会
教
育
係
内)

1
内
線
３
３
３

４
へ
。

沼
田
市
視
覚
障
害
者
協
会
と
沼
田

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
で
は
、
高
齢

者
を
対
象
に
、
は
り
と
灸
、
マ
ッ
サ

ー
ジ
の
無
料
奉
仕
を
行
い
ま
す
。

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

と
き

６
月
22
日(

金)

午
前
10
時
〜

午
後
２
時

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２

階
機
能
訓
練
室

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
課
障

害
福
祉
係
1
内
線
７
７
２
６
８
へ
。
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６月 と　　き と　　　こ　　　ろ
10: 00～10:20
10 : 30～10:50
11 : 00～11:40
1 : 20～ 1 :45
1 : 55～ 2 :25
2 : 35～ 4 :00
9 : 50～10:15
10 : 25～10:50
11 : 00～11:25
1 : 30～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
10 : 00～10:25
10 : 35～10:55
11 : 05～11:40
1 : 15～ 1 :45
1 : 55～ 2 :15
2 : 30～ 4 :15
10 : 00～10:30
10 : 45～11:15
1 : 15～ 1 :40
1 : 50～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
9 : 50～10:20
10 : 30～10:55
11 : 05～11:30
1 : 30～ 2 :00
2 : 15～ 2 :45
2 : 50～ 4 :15
10 : 15～10:45
11 : 00～11:30
1 : 20～ 1 :45
1 : 55～ 2 :20
2 : 30～ 4 :20
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 15～ 1 :45
2 : 15～ 4 :20
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 10～ 1 :40
2 : 05～ 3 :45
10 : 30～11:00
11 : 30～12:00
1 : 20～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 3 :45
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 3 :45

利 根 川 水 系 総 合 調 査 事 務 所
薄 根 町 公 民 館
群 馬 県 利 根 沼 田 県 民 局
新 町 公 民 館 前
栄 町 市 営 住 宅 集 会 所 前
升 形 小 学 校
岡 谷 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
下 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
奈 良 町 農 事 研 修 所
上 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
中 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
池 田 小 学 校
横 塚 町 公 民 館
久 屋 原 町 公 民 館
上 久 屋 町 公 民 館
利 南 公 民 館
沼 須 町 農 事 研 修 所
利 南 東 小 学 校
旧 岩 本 分 校
屋 形 原 農 村 婦 人 の 家
上 川 田 町 住 民 セ ン タ ー
川 田 公 民 館
川 田 小 学 校
硯 田 町 公 民 館
原 町 公 民 館
善 桂 寺 町 活 性 化 セ ン タ ー
町 田 町 水 田 転 作 推 進 研 修 所
薄 根 公 民 館
薄 根 小 学 校
上 古 語 父 集 会 所
愛 宕 老 人 ホ ー ム
谷 地 端 第 二 市 営 住 宅
中 央 消 防 署
沼 田 北 小 学 校
利 根 町 振 興 局 出 張 所
尾 合 集 会 所
下 古 語 父 集 会 所
沼 田 東 小 学 校
生 枝 集 会 所
岩 室 集 会 所
平 出 集 会 所
多 那 小 学 校
根 利 集 会 所
日 影 南 郷 集 会 所
利 根 園 原 ふ れ あ い 屋 内 運 動 場
老 神 地 区 集 会 所
利 根 西 小 学 校
尾 瀬 高 等 学 校
平 川 小 学 校

６月4.11.18.22～28日／
７月2.9.16.23.27.30日

20日（水）

19日
（火）

15日
（金）

14日
（木）

13日
（水）

12日
（火）

８日
（金）

６日
（水）

７日
（木）

５日
（火）

図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日

無
料
奉
仕
で

は
り
と
灸
、
マ
ッ
サ
ー
ジ

六
月
十
日
は

花
い
っ
ぱ
い
デ
ー
で
す

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

農
業
者
年
金
の
現
況
届

電話番号は、

市　役　所 23 ２１１１

白沢町振興局 53 ２１１１

利根町振興局 56 ２１１１

市役所の事務室移転について

総務部総務課消防防災係の事務室が、２階から３階へ移転し

ました。

ク
ー
ル
ビ
ズ
を
実
施
し
ま
す

沼
田
都
市
計
画
用
途
地
域
の

変
更(

追
加
指
定)

案
を
縦
覧



サ
ラ
ダ
パ
ー
ク
ぬ
ま
た
で
は
、
ラ

ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

農
産
物
の
販
売
や
抽
選
会
な
ど
楽

し
い
企
画
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
初

夏
の
一
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

と
き

６
月
24
日(

日)

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ

サ
ラ
ダ
パ
ー
ク
ぬ
ま
た

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
摘
み
取
り

サ
ラ
ダ
パ
ー
ク
ぬ
ま
た
の
ハ
ー
ブ

園
で
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
摘
み
取
り
が

で
き
ま
す
。
さ
わ
や
か
な
香
り
が
、

み
な
さ
ん
を
歓
迎
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

と
き

６
月
16
日(

土)

〜
25
日(

月)

午
前
10
時
〜
午
後
３
時(

雨
天
中

止)

と
こ
ろ

サ
ラ
ダ
パ
ー
ク
ぬ
ま
た

内
容

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
摘
み
取
り

10
グ
ラ
ム(

12
本
程
度)

100
円

詳
し
い
こ
と
は
、
サ
ラ
ダ
パ
ー
ク

ぬ
ま
た
1

９
３
０
１
へ
。

今
年
三
月
に
中
学
校
、高
等
学
校
、

大
学
、
専
門
学
校
な
ど
を
卒
業
し
、

利
根
沼
田
地
区
の
事
業
所
に
就
職
し

た
皆
さ
ん
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

と
き

７
月
13
日(

金)

午
前
10
時
開

会
と
こ
ろ

デ
ィ
ラ
ン(

横
塚
町)

参
加
費

１
人
千
円（
事
業
主
負
担
）

申
し
込
み

所
定
の
申
し
込
み
用
紙

に
参
加
費
を
添
え
て
、
６
月
25

日(
月)
ま
で
に
商
工
観
光
課
工
業

振
興
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

２
５
５
へ
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
六
月
を

男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間
と
定
め
、

「
男
性
も
女
性
も
　
み
ん
な
に
チ
ャ

ン
ス
!!

性
別
で
は
な
く
〝
そ
の
人
〞

を
み
て
ま
す
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
全

国
的
に
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

各
職
場
に
お
い
て
積
極
的
な
取
り

組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
　
群
馬
労
働
局
雇

用
均
等
室
1
０
２
７(

２
１
０)

５
０

０
９
へ
。

◇
開
発
行
為
の
事
前
協
議
に
つ
い
て

市
内
で
三
千
㎡
以
上
の
土
地
の
区

画
形
質
の
変
更
を
行
う
場
合
は
、
事

前
に
開
発
計
画
に
対
し
て
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。

建
物
を
建
築
す
る
た
め
土
地
の
区

画
形
質
の
変
更
を
行
う
開
発
行
為
面

積
が
、
都
市
計
画
区
域
内
で
は
三
千

㎡
以
上
、
都
市
計
画
区
域
外
で
は
一

万
㎡
以
上
の
場
合
は
、
都
市
計
画
法

の
規
定
に
よ
り
県
知
事
の
許
可
が
必

要
で
す
。

開
発
計
画
を
行
う
と
き
は
、
都
市

計
画
課
へ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◇
土
地
取
引
の
届
け
出
に
つ
い
て

都
市
計
画
区
域
内
で
は
五
千
㎡
以

上
、
都
市
計
画
区
域
外
で
は
一
万
㎡

以
上
の
土
地
の
売
買
契
約
、
売
買
予

約
、
譲
渡
担
保
、
代
物
弁
済
、
交
換
、

賃
借
権
の
設
定
な
ど
の
取
引
を
行
っ

た
場
合
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

契
約
締
結
後
、
二
週
間
以
内
に
必

要
な
事
項
に
つ
い
て
、
市
を
経
由
し

て
県
知
事
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。詳

し
い
こ
と
は
、
都
市
計
画
課
計

画
係
1
内
線
４
２
２
７
ヘ
。

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
も
っ

て
い
る
皆
さ
ん
の
中
か
ら「
く
じ
」で

十
一
人
の
審
査
員
が
選
ば
れ
、
検
察

官
の
不
起
訴
処
分
が
正
し
か
っ
た
か

ど
う
か
を
審
査
す
る
機
関
で
す
。

審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
に
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
前
橋
検
察
審
査

会
事
務
局
1
０
２
７(

２
３
１)

４
２

７
５
へ
。
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広報ぬまた 平成19年６月１日

お
知
ら
せ

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り

新
規
学
卒
就
職
者

激
励
親
睦
の
つ
ど
い

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間
」
で
す

開
発
行
為
に
は
事
前
協
議
を
！

大
規
模
土
地
取
引
に
は
届
け
出
を
！

知
っ
て
お
き
た
い

検
察
審
査
会

自動車や電車が大好きでい
つ

もミニカーで遊んでいます
。ハ

サミとテープを使って自分
だけ

の車を作るのが上手なたい
ちゃ

ん。毎日お姉ちゃんと犬の
リュ

ウとお散歩に出掛けたり、
砂遊

びするのが楽しみです。(硯
田町)

中山 太
たい

雅
が

くん（２歳11カ月）

���
���

月　 舌苔・ぜったい
火　 カラオケポリープ
水　 騒音難聴
木　 高齢者の難聴
金　 耳鳴りの治療
土･日 補聴器の選び方

1027(234)4970
ヨ ク ナ レ

を回すと
約３分間の健康講話が聞けます。

【直接相談タイム】直接医師が電話に出ます。
６日(水)皮膚科・婦人科と14日(木)歯科です。
午後７時30分から９時まで。

http://www.raijin.com/kenko/

３月の健康テレホンサービス�３月の健康テレホンサービス�

電話番号は、

市　役　所　23 ２１１１

白沢町振興局　53 ２１１１

利根町振興局　56 ２１１１
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「
プ
ロ
ガ
イ
ド
と
歩
こ
う
尾
瀬
ヶ
原
」

と
き

７
月
27
日(

金)

と
こ
ろ

尾
瀬
・
鳩
待
峠
〜
牛
首

(

昼
食)

、
望
郷
の
湯

費
用

二
千
五
百
円(

昼
食
代
、
温

泉
入
浴
料
含
む)

乗
降
地

Ｊ
Ｒ
沼
田
駅
、
上
毛
高
原

駅
、
ま
た
は
利
根
沼
田
県
民
局

定
員

40
人(

先
着
順)

申
し
込
み

Ｆ
Ａ
Ｘ(

９
９
４

３)

、
往
復
は
が
き
、
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル(E

-m
ail:ryokuka-to

ur@
pref.gunm

a.jp)

に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
乗
降

地
を
明
記
の
上
、
〒
３
７
８
―

０

０
３
１
沼
田
市
薄
根
町
４
４
１

２
沼
田
土
木
事
務
所
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
事
務
所
1
�

５
５
１
１
へ
。

交
通
遺
児
な
ど
へ
の
育
成
資
金
の
無

利
子
貸
付
制
度

対
象
者

自
動
車
事
故
に
よ
り
保
護

者
が
死
亡
さ
れ
た
り
、
重
度
の
後

遺
障
害
が
残
る
こ
と
と
な
っ
た
被

害
者
の
中
学
卒
業
ま
で
の
子
ど
も

一
時
金

十
五
万
五
千
円

月
額

二
万
円

重
度
後
遺
障
害
者
へ
の
介
護
料
支
給

制
度

対
象
者

自
動
車
事
故
が
原
因
で
重

度
の
後
遺
障
害
が
あ
る
た
め
、
日

常
生
活
に
常
時
、
ま
た
は
随
時
の

介
護
を
必
要
と
す
る
人

常
時
介
護

五
万
八
千
五
百
七
十
円

か
ら

随
時
介
護

二
万
九
千
二
百
九
十
円

か
ら

詳
し
い
こ
と
は
、
自
動
車
事
故
対

策
機
構
群
馬
支
所
1
０
２
７(

３
６

５)

２
７
７
０
へ
。

宝
く
じ
は
通
信
販
売
で
買
う
こ
と

も
で
き
ま
す
。
こ
の
宝
く
じ
の
収
益

金
は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

賞
金

▼
１
等
・
２
億
円
▼
前
後
賞

(

各)

五
千
万
円
▼
２
等
・
１
億
円

ほ
か

発
売
期
間

７
月
19
日(

木)

〜
８
月

７
日(

火)

抽
選
日

８
月
16
日(

木)

支
払
開
始
日

８
月
21
日(

火)

※
昨
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

の
時
効
は
、
８
月
15
日(

水)

で
す
　

詳
し
い
こ
と
は
、
群
馬
県
市
町
村

振
興
協
会
1
０
２
７(

２
９
０)

１
３

５
０
へ
。

沼
田
市
母
子
会
で
は
、
ひ
と
り
親

家
庭(

母
子
家
庭
・
父
子
家
庭)

・
寡

婦
の
人
を
対
象
に「
親
子
陶
芸
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

と
き

７
月
８
日(

日)

午
前
10
時
〜

正
午

と
こ
ろ

白
沢
焼「
孝
月
窯
」・
白
沢

町
高
平(

現
地
集
合)

参
加
費

小
学
生
以
下
千
円
、
中
学

生
以
上
千
五
百
円(

材
料
費
・
昼

食
代
を
含
む)

定
員

30
人(

先
着
順)

申
し
込
み

６
月
25
日(

月)

ま
で
に

母
子
会
事
務
局(

社
会
福
祉
課
子

育
て
支
援
係
1
内
線
７
７
２
５
８

社
会
福
祉
協
議
会
白
沢
支
所
1
�

２
７
２
２
、
利
根
支
所
1

４
６

０
３)

へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
事
務
局
へ
。

沼
田
商
工
会
議
所
青
年
部
で
は
、

天
狗
山
車
太
鼓
の
た
た
き
手
を
募
集

し
ま
す
。

た
た
き
手
は
、
七
月
の
毎
週
火
・

金
曜
日
の
夜
に
行
う
練
習
と
沼
田
ま

つ
り
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
資
格

市
内
に
在
住
、
ま
た
は

在
勤
の
中
学
生
以
上
25
歳
未
満

の
健
康
な
女
性
で
、
練
習
と
沼
田

ま
つ
り
に
参
加
で
き
る
人

定
員

30
人(

先
着
順)

申
し
込
み

電
話
で
、
沼
田
商
工
会

議
所
青
年
部
事
務
局
へ

※
決
定
者
に
は
練
習
日
を
連
絡
し
ま

す詳
し
い
こ
と
は
、
同
会
議
所
1
�

１
１
３
７
へ
。

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト

を
実
施
し
ま
す
。

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り
に
あ
わ
せ
て

展
示
し
、
入
選
者
に
は
素
敵
な
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
、
応
募
者
全
員
に
ラ
ベ
ン

ダ
ー
の
摘
み
取
り
券
を
贈
呈
し
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
応
募
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

受
付
期
間

６
月
１
日(

金)

〜
15
日

(

金)

受
付
場
所

サ
ラ
ダ
パ
ー
ク
ぬ
ま
た

詳
し
い
こ
と
は
、
サ
ラ
ダ
パ
ー
ク

ぬ
ま
た
1

９
３
０
１
へ
。

全
国
都
市
緑
化
ぐ
ん
ま
フ
ェ
ア

利
根
沼
田
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

バ
ス
ツ
ア
ー

自
動
車
事
故
対
策
機
構
か
ら

｢欧米か！｣と何にでもつっこみ
するのが口癖のたっちゃん。
｢ケロロ軍曹｣の歌を歌ったり、
パズルを完成させることがとて
も得意な男の子です。最近は、
洋服のボタンを自分でかけられ
るようになりました。(薄根町)

藤岡 樹
たつ

生
き

くん（２歳８カ月） サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

７
月
19
日(

木)

発
売
開
始

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
絵
画
募
集

「
親
子
陶
芸
教
室
」
参
加
者
募
集

天
狗
山
車
太
鼓
の
た
た
き
手
を

募
集
し
ま
す

募
　
　
集
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「
生
き
生
き
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り

計
画
」に
基
づ
く
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
再
公
募
し
ま
す
。
事

業
所
を
開
設
す
る
意
向
の
あ
る
人

は
、
設
置
事
前
説
明
書
を
添
付
し
て

応
募
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

公
募
サ
ー
ビ
ス
種
類
・
圏
域
お
よ
び

整
備
数

夜
間
対
応
型
訪
問
介
護(

沼
田
南

部
圏
域
に
て
１
カ
所)

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護(

沼
田

西
部
・
南
部
圏
域
に
て
各
１
カ
所)

募
集
期
間

６
月
４
日(

月)

〜
29
日

(

金)

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

と
こ
ろ

高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
係

(

東
原
庁
舎)

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

７
２
６
３
へ
。

市
内
小
学
五
年
生
か
ら
中
学
生
を

対
象
に
、
青
少
年
自
然
体
験
活
動
推

進
事
業
第
九
回「
沼
田
ネ
イ
チ
ャ
ー

キ
ッ
ズ
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
自

然
の
中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
キ
ャ
ン
プ
を

手
伝
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間

８
月
10
日(

金)

〜
13
日(

月)

３
泊
４
日

会
場

千
葉
市
立
高
原
千
葉
村(

み

な
か
み
町)

仕
事
内
容

食
料
・
資
材
の
管
理
、

搬
入
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け

る
指
導
者
の
補
助
な
ど

対
象

18
歳
以
上
の
野
外
活
動
に

興
味
が
あ
り
、
１
泊
以
上
の
参
加

が
で
き
る
人

定
員

若
干
名

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

６
月
22

日(

金)

ま
で
に
社
会
教
育
課
社
会

教
育
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

３
３
３
へ
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
手
話
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
手
話
を
学
ん

で
、
新
し
い
会
話
を
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

と
き

７
月
６
日
〜
11
月
29
日
の

毎
週
金
曜
日

※
最
終
日
は
木
曜
日(

８
月
３
日
、

８
月
17
日
、
９
月
28
日
、
11
月

23
日
は
除
く)

全
18
回

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３

階
研
修
室
　

定
員

30
人(

初
心
者)

講
師

利
根
沼
田
聴
覚
障
害
者
協
会

員
・
手
話
サ
ー
ク
ル
水
ば
し
ょ
う

の
会
会
員

受
講
料

無
料(

テ
キ
ス
ト
代
の
み

受
講
者
負
担)

申
し
込
み

６
月
25
日(

月)

ま
で
に

社
会
福
祉
協
議
会
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
協
議
会
1
�

１
９
９
０
へ
。

高
齢
者
向
け
の
初
心
者
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

６
月
26
日(

火)

〜
29
日(

金)

の
４
日
間
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

ク
ラ
ブ
室(

白
岩
町)

定
員

12
人(

定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選)

対
象
者

市
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
人
で
、
パ
ソ
コ
ン
未
経
験
の
人

内
容

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
・
文

章
の
作
成
・
年
賀
状
作
成
な
ど

受
講
料

無
料(

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ

ン
タ
ー
入
館
料
は
別
途)

申
し
込
み

６
月
１
日(

金)

〜
17
日

(

日)

ま
で
に
、
電
話
か
ふ
れ
あ
い

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
直
接(

午
前
９

時
30
分
〜
午
後
７
時
ま
で
。
月

曜
日
は
除
く)

詳
し
い
こ
と
は
、
同
セ
ン
タ
ー

1

３
４
９
７
へ
。

と
き

７
月
８
日
〜
７
月
29
日
の

毎
週
日
曜
日(

全
４
回)

午
後
１
時

〜
３
時

と
こ
ろ

沼
田
東
小
学
校
プ
ー
ル

対
象

小
学
生

定
員

50
人(

先
着
順)

講
師

市
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
チ
、
沼
田

利
根
水
泳
協
会
員

受
講
料

無
料(

た
だ
し
、
傷
害
保

険
料
500
円
は
受
講
者
負
担)

申
し
込
み
　
６
月
15
日(

金)

か
ら
６

月
29
日(

金)

ま
で
に
保
険
料
を
添

え
て
体
育
課(

市
民
体
育
館)

、
白

沢
町
・
利
根
町
教
育
支
所
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
体
育
課
1

９

４
４
４
へ
。

と
き

７
月
22
日(

日)

午
前
８
時
30

分
開
会

と
こ
ろ

運
動
公
園
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン

ド
対
象

市
内
在
住
、
ま
た
は
在
勤

し
て
い
る
人(

中
学
生
以
上)

で
構

成
し
た
チ
ー
ム

チ
ー
ム
編
成

監
督
、
コ
ー
チ
、
ス

コ
ア
ラ
ー
、
選
手
の
合
計
が
20

人
以
内

申
し
込
み

７
月
２
日(

月)

ま
で
に

所
定
の
用
紙
で
体
育
課(

市
民
体

育
館
内)

、
白
沢
町
・
利
根
町
教

育
支
所
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
館
1

９
４

４
４
へ
。

と
き

７
月
８
日(

日)

午
前
８
時
30

分
開
会

と
こ
ろ

市
民
体
育
館
ほ
か

対
象

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
在
勤

し
て
い
る
人
で
構
成
し
た
チ
ー
ム

（
学
生
、
生
徒
、
児
童
は
除
く
）

チ
ー
ム
編
成

監
督
１
人
、
コ
ー
チ

１
人
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
１
人
、
選

手
12
人(

計
15
人
以
内
）

申
し
込
み

６
月
15
日(

金)

ま
で
に

所
定
の
用
紙
で
体
育
課(

市
民
体

育
館
内)

、
白
沢
町
・
利
根
町
教

育
支
所
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
体
育
課
1

９

４
４
４
へ
。

広報ぬまた 平成19年６月１日

募
　
　
集

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

再
公
募
に
つ
い
て

イ
ベ
ン
ト

市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

手
話
講
習
会

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
教
室
受
講
者
募
集

小
学
生
を
対
象
に
水
泳
教
室

沼
田
ネ
イ
チ
ャ
ー
キ
ッ
ズ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集
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種　　　　目 実 施 月 日 受　付　時　間 場　　　所対　　象　　者　　等

問い合わせ先：健康課保健係1内線７６２０２、健康課予防係1内線７６２０７
利根町振興局市民課1内線４３

市役所1○23２１１１　白沢町振興局1○53２１１１　利根町振興局1○56２１１１

さわやか健康チェック

市 民 献 血

母子健康手帳交付

マタニティセミナー

７月18日(水)

７月３日(火)

７月24日 (火)

７月25日(水)

７月25日(水) 

７月17日(火) 

７月12日(木) 

７月19日(木) 

７月13日(金)

午後０時45分～１時45分

７月のこあらクラブはお休みです。

７月の歯科相談はお休みです。

午前10時～11時30分

午前10時～正午

午後１時～３時30分

午前10時～正午

午前８時30分～11時30分

午後１時～１時45分

午後１時～１時45分

午後１時～１時45分

午後０時30分～１時30分

午前９時30分～11時

午後１時～３時

利根保健福祉センター

市保健福祉センター

白 沢 創 作 館

市保健福祉センター

市保健福祉センター

月曜日～金曜日
（祝日を除く）

１歳６カ月児

３ 歳 児

こあらクラブ

２歳児歯科相談

４ カ 月 児

1 0 カ 月 児

１歳６カ月児

３ 歳 児

エンゼルクラブ

わんぱくクラブ

２歳児歯科相談

妊娠届出書をご持参ください。

全地区。体脂肪率、血圧測定など

平成19年３月５日～３月29日生まれ

平成18年９月１日～９月18日生まれ

平成17年11月29日～12月 23日生まれ

平成16年４月１日～４月 24日生まれ

乳児（1歳未満）

保健ガイド ７月

ポリオ以外の予防接種は医療機関で実施しています。
詳しくは｢予防接種のお知らせ｣｢予診票綴｣｢予防接種と子どもの健康｣をご覧ください。

ふれあい福祉センター

７月の休館日
2．9．16．23．30日

1 23 ３４９７

ふれあい福祉センター健康相談
とき ６月14日(木)／午前10時
～11時30分
内容 血圧測定・握力測定
とき ７月10日(火)／午前10時
～11時30分
内容 血圧測定・栄養相談・握

力測定

とき 6月4日･11日･18日･25日、7月2日･9
日･17日･23日･30日／午後１時～３時

ところ 市保健福祉センター３階相談室

とき 月～金曜日(祝日を除く)／午前９時～午
後５時

ところ 東原庁舎１階家庭児童相談室1内線
７７２０１

とき 6月20日(水)、7月18日(水)午後1時30
分～4時／電話で予約を受け付けています。
※沼田市民に限ります。社会福祉課社会係
(東原庁舎内)1内線７７２４２へ

ところ 市保健福祉センター２階相談室

とき 月～金曜日(祝日を除く)／午前８時30
分～午後５時

ところ 青少年育成相談センター(中央公民館
２階事務室隣)
電話相談の場合は、1○23５４１１へ

とき 6月5日･12日･19日･26日の火曜日／午
前９時～午後４時

ところ 中央公民館学習相談室

とき 6月7日･21日、7月5日･19日の木曜日／
午前10時～正午､午後１時～３時

ところ 市役所市民相談室

とき 毎週火曜日／午前10時～正午、午後１
時～３時

ところ 市役所市民相談室

ふれあい総合相談
(心配ごと･結婚･人権相談など)

家庭児童相談
(児童の養育や家庭の諸問題に関する相談)

法律相談(弁護士による相談）

青少年相談
(青少年健全育成・非行に関する相談)

生涯学習相談
(趣味・実用講座に関する相談)

年金相談(国民・厚生年金保険などの相談)

就業援助相談(内職相談など)

そうだん

７月の予防接種

健

康

診

査

育

児

相

談

健康
診査

育児
相談

１６歳から６９歳（６５歳以上の人は、６０
～６４歳の間に献血経験がある人に限ります）

７月のわんぱくクラブはお休みです。

７月の歯科相談はお休みです。

７月のマタニティーセミナーはお休みです。

平成17年12月・平成18年１月生まれ

平成16年５・６月生まれ

全市対象

本庁・白沢町振興局管内の人

利根町振興局管内の人



この広報は再生紙を使用しています

昼
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
コ
ン
サ
ー
ト

今
月
七
日
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス

の
ジ
ェ
ラ
ル
メ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
る「
二
〇
〇
七
Ｉ
Ｆ
Ｃ
ド
ラ

ゴ
ン
ボ
ー
ト
世
界
選
手
権
大

会
」に
、
妹
の
史
穂
さ
ん
と
と

も
に
出
場
す
る
柿
崎
沙
織
さ
ん

が
市
役
所
を
訪
れ
、
大
会
へ
の

抱
負
な
ど
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
最
近
は
、
本
市
出
身
の
ス

ポ
ー
ツ
選
手
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

競
技
で
活
躍
す
る
話
題
も
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ

は
、
す
る
人
、
見
る
人
、
す
べ
て

の
人
を
感
動
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

今
後
も
、
皆
さ
ん
の
活
躍
に
注

目
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市 県 民 税

国民健康保険税

国民年金保険料

介 護 保 険 料

下水道受益者負(分)担金

１　期

３　期

５月分

２　期

１　期
納期限　７月２日(月)

今月の納税など
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「
広
報
ぬ
ま
た
」
発
行
／
沼
田
市
役
所
　
〒
３
７
８
　
８
５
０
１

群
馬
県
沼
田
市
西
倉
内
町
７
８
０

1
０
２
７
８

２
１
１
１
　
毎
月
１
日
発
行
　
編
集
／
秘
書
課
　
印
刷
／
利
根
印
刷
所

沼
田
西
中
学
校
で
ベ
ラ
ン
ダ
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。
昼
休
み

を
利
用
し
て
音
楽
で
交
流
を
深
め
よ

う
と
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
が
企
画
し
、そ

の
後
、
八
年
間
も
続
い
て
い
る
同
校

の
恒
例
行
事
。
今
回
は
一
年
生
歓
迎

コ
ン
サ
ー
ト
と
銘
を
打
ち
、「
世
界
に

一
つ
だ
け
の
花
」と「
タ
ッ
チ
」を
披
露
。

部
員
た
ち
の
息
の
合
っ
た
演
奏
が
昼

の
校
舎
に
美
し
く
響
い
て
い
ま
し
た
。

本庁舎・北庁舎・東庁舎が
ISO 14001を認証取得

○23

世
界
へ

日本昔話の一つに、村境のお地蔵さんが田植えの忙しい時に現れて、田植えを手伝うという民話が
ある。私たちに一番身近で親しみやすい仏、地蔵さんらしい話である。尾合の古

こ

刹
さつ

禅定院にこの話と
同じ、田植え地蔵がまつられる。田植えを手伝う誰とも知れない男の後を追って行くと、寺の門で｢フ
ッ｣と姿が消えてしまう。村人が和尚さんに尋ねると、お地蔵さんの足元に泥が付いているとのことで
ある。寺では近年、田植えの頃、お地蔵さんに苗束を進ぜて地域の稲作の豊穣を願うという。大きな
お地蔵さんが参道入り口に頼もしい。 (沼田市文化財調査委員：金井竹徳)

シリーズ ⑪

禅定院の田植え地蔵(白沢町尾合)
ぜんじょういん　　 た う じ ぞう


